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中
国
最
大
の

「
少
数
民
族
」

で
広

西
壮
族
自
治
区
に
集
中
し
て
居
住
す
る
壮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(1
)

(チ

ュ
ワ
ソ
、
チ
ワ
ソ
、
N
ゲ
信
き
σQ
)
族
は
、
歴
史
上
、
漢
族
の
影
響
を
不
断
に

受
容
し
て
き
た
民
族
集
団
と
し
て
知
ら
れ
る
。
地
域
に
よ

っ
て
程
度
の
違
い
は
あ

る
が
、
概
し
て
壮
族
文
化
に
は
漢
族
的
要
素
が
濃
厚
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、

壮
族
文
化
の
研
究
に
当

っ
て
は
、
実
地
調
査
を
通
じ
て
の
共
時
的
分
析
の
み
な
ら

ず
、
長
期
的
な
時
間
の
枠
組
を
設
定
し
、
壮
族
が
ど
の
よ
う
に
漢
族
の
影
響
を
受

容
し
な
が
ら
文
化
形
成
を
行

っ
て
来
た
の
か
、
と
い
う
視
点
か
ら
歴
史
文
献
を
網

羅
的
に
使
用
し
た
研
究
が
不
可
欠
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
国
王
朝
の
統
治
形
式
を
指
標
と
し
て
壮
族
地
区
を
分
類
す
る
と
、

中
国
王
朝
か
ら

「土
司
」

・

「
土
官
」
に
任
じ
ら
れ
た
首
長

(世
襲
制
)
を
通
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(2
)

て
間
接
的
に
統
治
す
る
形
式
と
、
中
国
王
朝
の
直
接
統
治
の
形
式
と
に
大
別
さ
れ

る
。
広
西
の
中
で
も
前
者
は
西
部

(
及
び
西
北
部
)
に
、
後
者
は
東
部
に
多
く
見

ら
れ
た
。
土
官
が
明
清
時
代
に
漸
次
撤
廃

(改
土
帰
流
)
さ
れ
て
直
轄
地
化
さ
れ

る
過
程
を
辿

っ
た
こ
と
や
広
西
中
部

・
東
部
に
も
主
に
明
代
に
小
規
模
な
土
官
が

置
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
両
者
の
間
に
明
確
な
境
界
線
を
画
定
し
難
い

が
、
し
か
し
長
期
間
土
官
の
支
配
下
に
あ
っ
た
地
域
と
早
期
か
ら
直
轄
地
化
さ
れ

一
、

序

文

塚
田
誠
之

明
清
時
代
壮
族
史
研
究

(
五
)

明
清
時
代
に
お
け
る
壮
(
チ

ュ
ワ
ン
)族
土
官
の

漢
文
化
受
容
に

つ
い
て

ま
ず
、
徐
弘
祖

『徐
霞
客
遊
記
』
　
「
粤
西
遊
日
記
」
三

・

(明
末
)
崇
禎
十
年

(
一
六
三
七
)
十
二
月
五
日
の
個
所
に
土
官
地
域
の
壮
族
の
生
活
様
式
に
関
す
る

二
、

服
飾

た
地
域
と
で
は
、
漢
文
化
の
受
容
の
時
期
や
内
容
に
お
い
て
様
々
な
面
で
相
違
が

発
生
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
壮
族
文
化
の
地
域
差
の
形
成
の
要
因
の

一
つ

と
し
て
の
意
味
を
持
つ
の
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
も
土
官
地
域
を
対
象
と
す
る
研

究
が
必
須
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
従
来
、
壮
族
土
官
に
関
し
て
は
、
中
国
王
朝
と
土
官
と
の
政
治
的
関
係
や
土
官

の
領
内
の
社
会

・
経
済
的
関
係
が
主
要
な
分
析
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

土
官
と
そ
の
領
民
と
の
政
治
経
済
的
な
支
配
と
従
属
の
関
係
、
と
り
わ
け
土
官
が

様
々
な
手
段
に
よ

っ
て
領
民
か
ら
収
奪
を
行

っ
た
点
が
強
調
さ
れ
る
傾
向
に
あ

っ

た
。
そ
れ
は
個
々
の
史
実
の
提
示
と
い
う
点
で
学
界
に
寄
与
し
た
が
、
土
官
の
統

治
シ
ス
テ
ム
の
全
体
像
の
明
確
な
把
握
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

村
落
の
長

(
寨
老
、
村
老
)
を
中
核
と
す
る
村
落
内
社
会
関
係
の
実
態
、
中
間
領

主
で
あ
り
同
時
に
土
官
の
属
官
で
あ

っ
た
土
目
層
の
役
割
、
移
住
漢
族
の
位
置
付

け
な
ど
土
官
領
内
の
社
会
統
合
に
関
す
る
問
題
、
さ
ら
に
隣
接
す
る
直
轄
地
か
ら

の
漢
文
化
の
受
容
な
ど
統
合
に
お
け
る
文
化
の
作
用
の
問
題
が
依
然
と
し
て
検
討

課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
小
稿
で
は
、
明
清
時
代
に
お
け
る
広
西
土
官
の
統
治
シ
ス
テ
ム
を
全
面
的
に
検

討
す
る
作
業
の
第

一
歩
と
し
て
、
土
官
に
よ
る
漢
文
化
の
受
容
の
問
題
を
取
り
上

げ
、
土
官
が
い
か
な
る
目
的
で
、
い
か
に
漢
文
化
を
受
容
し
、
そ
し
て
そ
れ
が
領

民
統
治
上
い
か
な
る
作
用
を
果
た
し
た
の
か
と
い
う
点
に
焦
点
を
当
て
、
文
化
の

諸
側
面
の
う
ち
服
飾
、
住
居
、
食
文
化
、
婚
姻
習
俗
、
年
中
行
事
を
対
象
と
し
て

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。



次
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。

　
　
土
人
倶
架
竹
為
欄
、
下
畜
牛
琢
、
上
暴
与
臥
処
之
所
託
焉
。
架
高
五
六
尺
、

　
　
以
巨
竹
槌
開
、
径
尺
絵
、
架
与
壁
落
倶
用
之
。
暴
以
方
板
三
四
尺
、
鋪
竹
架

　
　
之
中
、
置
灰
熱
火
、
以
塊
石
支
鍋
、
而
炊
鍋
之
上
三
四
尺
、
懸

一
竹
筐
、
日

　
　
災
稲
而
春

〔原
註

"
春
用
巨
木
創
為
小
舟
形
、
空
其
中
、
以
双
杵
揚
之
〕
。

　
　
婦
人
捲
竹
筒
四
枚
、
汲
於
渓

〔其
筒
長
者
四
五
尺
〕
。
亦
有
紡
与
織
者

〔織

　
　
亦
有
拍
有
綜
、
第
不
高
而
平
、
婦
人
朕
坐
而
織
。
紡
亦
然
〕
。
男
子
着
木
展

　
　

〔木
片
為
底
、
端
絆
皮
二
條
、
交
於
巨
趾
間
。　
(後
略
。
)
〕
、
婦
人
則
無

　
　
不
跣
者
。
首
用
白
布
五
六
尺
盤
之
、
以
巨
結
綴
額
端
為
美
観
。
亦
間
有
用
青

　
　
布

・
花
布
者
。
婦
人
亦
間
戴
竹
縣
笠
。
胸
前
垂
紅
懸
帯

二
條
者
、
則
酋
目
之

　
　
婦
也
。
裾
用
百
駐
細
欄
、
間
有
緊
束
以
便
行
走
、
則
為
大
結
以
負
於
啓
後
。

　
　
土
酋

・
土
官
多
戴
髭
帽
。
惟
外
州
人
寓
彼
者
、
束
髪
以
網
、
而
酋
与
官
倶
無

　
　
焉

〔惟
向
武
王
振
吾
戴
巾
〕
。

こ
の
記
事
は
徐
弘
祖
が
左

・
右
江
流
域
土
官
地
域
の
旅
行

(ほ
ぼ

二
個
月
間
に
及

ん
だ
)
を
終
え
た
時
点
で
見
聞
を
整
理
し
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
住
居
は
上
下
両
層
に
分
か
れ
、
下
層
部
に
家
畜
を
飼
養
し
、
上
層
部
が
人

間
の
居
住
空
間
と
な
る
様
式
で
あ
る

(周
知
の
よ
う
に

「
干
閲
」
と
呼
ば
れ
る
高

床
式
住
居
で
あ
る
)
。
そ
れ
は
直
径

一
尺
絵
も
の
竹
を
組
ん
で
作
ら
れ
、

一
層
の

高
さ
が
五
、
六
尺
ほ
ど
で
あ
る

(壁
や
床
、
墻

に
も
竹
が
用
い
ら
れ
る
)
。
床
上

に
三
、
四
尺
ほ
ど
の
方
形
の
木
板
を
敷
き
、
そ
の
上
に
自
然
石
を
据
え
て
イ

ロ
リ

と
し
、
そ
こ
で
炊
事
が
行
わ
れ
る
。
イ

ロ
リ
の
上
方
に
は
竹
の
火
棚
が
吊
さ
れ
る

(穀
米
の
乾
燥

に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
)
。
竹
は
家
屋
の
建
材
と
し
て
使
用
さ
れ

る
の
み
な
ら
ず
、
河
辺
で
水
汲
み
を
す
る
際
の
容
器
な
ど
生
活
用
具
に
も
用
い
ら

れ
る
。
服
装
に
つ
い
て
、
男
性
は

「木
展
」　

(
一
種
の
ゲ
タ
)
を
履
く
が
、
女
性

は
跣
で
あ
る
。
頭
部
に
白
布
を
巻
き
額
の
端

で
こ
れ
を
結
ぶ

(青
色
や
模
様
入
り

の
布
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
)
。
女
性
は

(外
出
時
に
)
竹
の
編
笠
を
か
ぶ

る
。　
「
酋
目
」
す
な
わ
ち
土
官
や
そ
の

一
族
、
お
よ
び
土
目
な
ど
支
配
階
級

(以

下

「
土
官
層
」
と
称
す
る
)
の
婦
人
は
胸
前
に
二
本
の
紅
い
帯

(肩
掛
け
)
を
垂

ら
す
。
女
性
の
ス
カ
ー
ト
に
は
細
か
い
髪
漢
多
く
取
ら
れ
て
い
る

(外
出
時
に
は

裾
を
束
ね
啓
部
で
結
ぶ
こ
と
も
あ
る
と
い
う
)
。

一
般
民
が
タ
ー
バ
ン
を
巻
く
の

に
対
し
て
土
官
層
は
多
く
の
者
が

「
氈
帽
」　
(
フ
ェ
ル
ト
の
帽
子
)
を
か
ぶ
る
。

髭
に
つ
い
て
外
地
か
ら
来
て
寓
居
す
る
者

(漢
人
)
は
束
髪

(髭
を
結
う
)
す
る

が
、
土
官
層
に
は
披
髪

(断
髪
)
が
多
い
よ
う
で
あ
り
、
漢
族
的
な
様
式
に
は
な

っ

　
　
　
(3
)

て
い
な
い
。

　
こ
の
記
事
か
ら
、
当
時
の
土
官
地
域
の
壮
族
の
住
居
や
服
装
の
様
式
の
概
略
が

知
ら
れ
る
。
な
お
、
土
官
層
の
場
合
、
男
性
の
帽
子
や
女
性

の
肩
掛
け

(
(そ
れ

は
質
素
で
あ
る
が
、
形
状
は
当
時
中
国
の
統
治
階
層
の
婦
女
が
礼
装
に
用
い
た
肩

掛
け

「
霞
岐
」
を
彷
彿
さ
せ
る
)
に
お
い
て
一
般
民
と
の
相
違
が
見
ら
れ
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
土
官
層
と
そ
の
領
民
と
を
区
別
す
る
標
識
と

な

っ
た
こ
と
か
ら
、
領
内
に
お
け
る
土
官
の
地
位
の
維
持
が
目
的
で
あ

っ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
土
官
層
の
服
装
に
つ
い
て
は
不
鮮
明
な
部
分
が
多
い

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
高
熊
徴

『
郵
雪
斎
全
集
』
後
集

一
「請
正
風
俗
條
陳
」
に

次
の
記
事
が
あ
る
。

　
　

一
。
禁
士
子
妻
室
蛮
服
。
夫
衣
者
、
身
之
章
也
。
妻
者
、
身
之
配
也
。
士
既

　
　
測
身
儒
林
、
必
当
儀
型
妻
子
。
思
明
難
係
土
司
、
立
学
已
多
年
、
所
輻
見
土

　
　
司
婦
人
椎
髪

・
黒
歯

・
跣
足

・
撒
鮭
、
袖
大
可
以
揺
風
、
衣
則
僅
蔽
乳
上
、

　
　
裾
錐
繋
於
乳
下
、
長
至
施
地
。
傭
仰
之
間
、
肌
肉
尽
露
、
在
彼
土
人
、
固
無

　
　
足
怪
。　
(中
略
。
)
今
縦
不
能
尽
変
其
蛮
俗
、
亦
宜
首
厳
於
土
人
、
個
有
生

　
　
員
之
妻
、
傍
然
蛮
服
、
責
令
学
官
申
報
、
戒
筋
示
徹
。
秀
才
之
家
既
変
、
則

　
　
頭
目
客
民
、
相
観
而
化
不
難
　
。

康
熈
二
六
年

(
一
六
八
七
)
頃
、
思
明
土
府
教
授

(流
官
)
に
あ

っ
た
高
熊
徴
が
、

当
地
の
土
官
層
の
風
俗
を
変
革
す
べ
く
広
西
提
督
学
政
陸
柞
蕃
に
上
し
た
呈
文
の

一2一



一
部
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
当
時
の
土
官
層
の
女
性
の
服
飾
が
具
体
的
に
記
述
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「椎
髪
」

の
髭
で
、
歯
を
黒
く
染
め
、
跣

に

「
撒
鮭
」

(
一
種
の
サ
ン
ダ
ル
)
を
履
き
、
袖
口
が
太
く
胸
元
が
大
き
く
開
く

「
肌
肉
尽
く

露
る
る
」
よ
う
な
大
襟
の
上
衣
、
地
を
這
う
ほ
ど
丈
の
長
い
ス
カ
ー
ト
を
着
用
し

て
い
た
。
そ
れ
は
当
時
壮
族
女
性
の
間
で
普
通
に
見
ら
れ
た
服
装
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
土
官
層
は

「
固
よ
り
怪
し
む
に
足
る
無
し
」
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
服
装

は
、　
「立
学
」　
(府
学
の
創
設
)
の
後
、
土
官
層
の
子
弟
が
生
員

・
秀
才
と
し
て

「儒
林
」　
(科
挙

エ
リ
ー
ト
)
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
て
も
変
化
し
な
か
っ
た
。

そ
し
て
高
熊
徴
が
自
民
族
中
心
主
義
的
な
観
点
か
ら
の
変
革
を
提
唱
し
た
の
で
あ

る
が
、
変
革
が
土
官
層

の
首
唱
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
中
国
王
朝
の
側
か
ら
で
あ

　
　
　
　
　
　
　

(4
)

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
土
官

(男
性
)
の
服
装
は
変
革
の
対

象
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
従

っ
て
漢
族
統
治
階
層
の
そ
れ
と
は
さ
ほ
ど
隔
た
っ
て
い

な
か
っ
た
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
、
道
光

『
白
山
司
志
』

九

・
風
俗

「
服
飾
」　
《
司
冊
》
に
次
の
主
旨
の
記
事
が
あ
る
。

　
　

「
土
人
」
は
青
色
な
い
し
藍
色
の
衣
服
を
好
む
。
婦
女
は
特
に
青
色
を
好
み
、

　
　
青
色
の
布
を
頭
巾
に
用
い
る
。
丈
の
短

い
上
衣
に
細
か
い
襲
が
取
ら
れ
た
ス

　
　
カ
ー
ト
を
着
用
す
る
。
未
婚
女
性
は
、
さ
ら
に
銀
製
の
首
飾
り
、　
「
灯
籠
」

　
　
形
の
耳
環
を
付
け
る
。
長
さ

一
尺
鯨
も
の
銀
箸
を
髪
に
挿
す
の
で
、
と
も
す

　
　
れ
ば
林
木
に
か
か
り
歩
行
の
障
害
に
な
る
。
平
時
は
皆
跣
で
あ
る
が
、
年
中

　
　
行
事
や
慶
事

・
宴
会
の
際
に
は
女
性
は
刺
繍
入
り
の
布
靴

「
花
鮭
」
を
履
く
。

　
　

「綾
錦
綱
鍛
」
な
ど
は

「
富
紳
家
」
が
時
に
は
用
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
僻

　
　
地
の
村
民
に
は
終
生
そ
れ
を
見
な
い
者
も
い
る
。
他
方
、
官
族

(土
官

一
族
)

　
　

の
服
飾
は

「悉
く
漢
制
の
如
」
き
で
、
男
女
の
冠
帽
は
頗
る
華
美
を
称
せ
ら

　
　
れ
る
ほ
ど
だ
が
、　
「紋
綺
之
服
、
金
珠
之
飾
」
は

「大
慶
賀
事
」
の
時
に
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(5
)

　
　

め
て
用
い
、
平
時
は
青
紗
の
頭
巾
を
巻
き
、
質
素
な
衣
服
を
着
用
す
る
。

す
な
わ
ち
清
末
の
白
山
土
巡
検
司
で
は
、
土
官
層
は
ほ
ぼ
中
国
の
統
治
階
層
同
様

の
服
装
に
な
り
、
壮
族
の
伝
統
を
維
持
す
る
領
民
と
は
顕
著
な
対
照
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
土
官
層
は

「紋
綺
」

・
「
綾
錦
綱
鍛
」
の
衣
服
を
着
用
し

始
め
て
お
り
、
そ
れ
が

「
富
紳
家
」
に
も
波
及
し

つ
つ
あ
る
が
、
し
か
し
平
時
に

は
青
色
の
タ
ー
バ
ソ
を
巻
く
な
ど
壮
族
的
要
素
も
部
分
的
に
保
持
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、

こ
こ
で
は
領
民
は
専
ら
青

・
藍
色
の
衣
服
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
の
点

に
つ
い
て
箪
桂
清
の
報
告
に
よ
る
と
、
折
城
土
県
で
は
領
民

の
白
色
衣
服
の
着
用

を
禁
ず
る
規
定
が
あ
り
、
白
紙
の
扇
さ
え
も
所
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た

[輩
　

一
九
九
〇
:
三
九
-

四
〇
頁
]
と
い
う
。
さ
ら
に

[広
西
壮
族
自
治
区

〔編
〕

一
九
八
七
]
で
も
、
安
平

・
太
平

・
万
承

・
全
茗

・
茗
盈

・
下
雷
な
ど
多

く
の
土
州
で
白
色
衣
服
の
着
用
が
土
官
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
理

由
と
し
て
下
雷
土
州
で
は
そ
れ
が

「高
貴
な
等
級
の
標
識
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
社
会
的
地
位
に
対
応
す
る
色
に
つ
い
て
の
観
念
が
明
確
に

存
在
し
、
し
か
も
黄
色
を
皇
帝
の
専
有
と
す
る
当
時
の
中
国
的
通
念
と
は
異
な

っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(6
)

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、
宋
代
の
事
例
や
先
の

『徐
霞
客
遊
記
』
の
記
事
、

さ
ら
に

一
九
五
〇
年
代
に
行
わ
れ
た
聞
き
取
り
調
査
に
基
く

[広
西
壮
族
自
治
区

〔編
〕

一
九
八
七
]
の
右
の
関
係
記
事
が
恐
ら
く
清
末
期
を
対
象
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
が
土
官
層
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
清
代
以
降
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、　
[広
西
壮
族
自
治
区

〔編
〕

一
九
八
七
]
で
は
、

各
土
州
で
概
ね
紅
色
や
花
模
様
の
衣
服
、
絹
綱
や
洋
布
製
の
衣
服
、
さ
ら
に
長
杉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(7
)

棉
抱
や

「馬
褂
」　
(乗
馬
服
)
も
土
官
層
に
専
有
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
い
、

そ
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
傾
向
に
あ

っ
た
。

　
以
上
よ
り
、
明
末
に
は
帽
子
や
婦
人
の
肩
掛
け
程
度
で
あ

っ
た
土
官
層
に
よ
る

衣
服
の
専
有
が
清
代
以
降
に
は
そ
の
色
、
さ
ら
に
素
材

・
様
式
に
及
ん
だ
こ
と
、

明
末
清
初
に
は
土
官
の
婦
人
の
衣
服
に
は
壮
族
的
要
素
が
濃
厚
で
あ

っ
た
が
、
清

代
中
期
以
降
漢
族
的
な
要
素
が
強
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

(た
だ
し
、
壮
族

的
要
素
も
部
分
的
に
残
る
)
こ
と
、
そ
れ
は
土
官
の
地
位
の
維
持
と
い
う
点
で
作

一3一



　
次
に
住
居
に
つ
い
て
、
前
掲
の

『徐
霞
客
遊
記
』
に
干
閲
式
住
居
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
様
式
の
住
居
は
広
西
で
は
壮
族
地
区
に
特
徴
的
で
あ
る
。
既
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(9
)

宋
代

に
関
係
記
事
が
見
ら
れ
る
が
、

明
末
清
初
に
お
い
て
も
そ
れ
は
広
範
に
見
ら

れ
、　
(直
轄
地
に
お
い
て
)
錯
綜
し

て
居
住
す
る
壮
族
と
漢
人
と
を
区
別
す
る
指

　
　
　
　
(10
)

標
と
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　
土
官
地
域
の
具
体
例
に
つ
い
て
、　
『徐
霞
客
遊
記
』
の
隆
安
県
の
個
所
に
、

「
其
村
民
、
始
有
瓦
屋
、
有
橿
模
。
・邑
中
始
為
平
居
、
始
以
竃
暴
。
与
土
州
裁
然

若
分
也
。
」
と
あ
り
、
直
轄
地

(隆
安
県
)
の
農
村
で
は
住
居
は
台
基
を
有
す
る

土
間
式
平
屋
住
居
で
、
屋
根
を
瓦
で
葺
き
、
調
理
に
カ
マ
ド
を
用
い
て
お
り
、
先

の
土
官
地
域
の
干
闌
式
住
居
に
住
み
調
理
に
イ

ロ
リ
を
用
い
る
の
と
は

「裁
然
と

分
か
れ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
、
当
時
、
土
官
地
域
と
直
轄
地
と
の

問
に
住
居
や
そ
の
内
部
の
台
所
の
様
式
上
の
相
違
が
生
じ

つ
つ
あ

っ
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。

　
土
官
層
と
領
民
と
の
住
居
の
相
違

に
つ
い
て
は
、
土
官
と
い
え
ど
も

一
面
で
は

中
国
王
朝
か
ら
任
命
さ
れ
た
地
方
官

で
あ
り
、
そ
の
任
務
か
ら
言
え
ば
、
衙
門
が

相
応
の
威
容
を
備
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
康
熈

『
思
明
府
志
』
三

・
秩
官

「
公
署
」

所
引

(嘉
靖
)　
《
旧
志
》
に
よ
る
と
、
元
代

に
黄
克
順
が
衙
門
を
創
設
し
て
以
来
、
苫
葺
き
屋
根
の
建
物
で
あ

っ
た
が
、
明
代

三
、

住

居

用
を
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
ま
た
中
国
的
服
装
の
受
容
過
程
に
お
い
て
、
漢

族

の
も
と
で
も
社
会
階
層
の
相
違
を
意
味
す
る
も
の
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
要
素

(長
抱

・
綱
衣
)
の
み
な
ら
ず
、
漢
族
の
観
念

(黄
色
を
天
子
の
服
色
と
す
る
)

と
は
異
な
る
要
素

(白
色
を
高
貴
の
色
と
す
る
)
も
ま
た
見
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘

　
　
(8
)

さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

.

中
期
、
宣
徳
年
間
、
土
知
府
黄
綱
の
代
に
瓦
屋
根
に
変
わ

っ
た
。
さ
ら
に

『同
書
』

二

・
彊
域

「
城
池
」
に
よ
る
と
、
成
化
年
間
、
黄
鋼
の
孫
、
黄
道
の
代
に
衙
門
の

大
規
模
な
改
修
が
実
施
さ
れ
、
周
囲
八
九
四
丈

・
高
さ
九
尺

・
厚
さ
六
尺
の
門
を

持

つ
府
城
が
建
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
太
平
土
州
の
衙
門
は

「
旧
く
は
覆
う
に
苫
を

以
て
」
し
た
が
、
宣
徳
年
間
に

「始
め
て
陶
泥
に
易
え
」
、
さ
ら
に
正
徳
年
間
に

は
衙
門
が
遷
さ
れ
た

(嘉
靖

『広
西
通
志
』
五

一
・
外
夷

「
土
官
属
流
沿
革
」
)
。

そ
し
て

『
徐
霞
客
遊
記
』

〔十
月
十
九
日
、
太
平
土
州
の
個
所
〕
に
よ
る
と
、
衙

門
が
瓦
屋
根
で
あ

っ
た
が
、、
他
方

「数
千
家
が
鱗
次
す
る
」
民
家
は
こ
と
ご
と
く

「茅
蓋
土
矯
」
で
あ

っ
た
。
万
暦

『太
平
府
志
』
三

「各
土
州
県
」
に
よ
る
と
、

管
内
の
多
く
の
土
官
が
万
暦
年
間
ま
で
に
は
正
堂
三
間

・
東
西
廊
各
五
間

・
儀
門

三
間

・
鼓
楼
三
間

・
土
官
癬
舎
二
～
五
間
な
ど
と
い
う
威
容
を
備
え
る
に
至

っ
て

お
り
、
建
材
の
み
な
ら
ず
建
物
の
構
成
に
も
変
化
が
生
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
上

か
ら
、
明
初
の
土
官
衙
門
創
建
の
際

に
は
民
家
と
大
差
が
な
か
っ
た
が
、
後
に
明

代
中
期
頃
か
ら
改
築
さ
れ
始
め
、
明
末
ま
で
に
は
民
家
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
威

容
を
備
え
る
に
至
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
清
代
に
な
る
と
、

道
光

『白
山
司
志
』
風
俗

「居
処
」　
《司
冊
》
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

　
　
近
撞
市
人
家
房
屋
。
富
者
架
木
覆
瓦
、
四
壁
或
装
木
板
、
或
醐
土
碑
火
醇
、

　
　
男
作
難
塒
牛
圏
於
宅
労
。
貧
者
架
木
蓋
茄
、
四
壁
以
牛
糞
和
泥
塗
垂
、
難
琢

　
　
与
人
雑
処
。
其
居
郷
村
者
、
無
論
瓦
蓋
草
苫
、
皆
上
下
両
層
、
人
処
其
上
、

　
　
牛
羊
難
琢
処
其
下
、
名
日
欄
房
、
客
至
亦
宿
於
上
、
人
畜
只
隔

一
板
。　

(中

　
　
略
。
)
官
族
則
瓦
屋
鱗
次
、
培
宇
脩
整
、
燥
然
有
中
州
富
官
気
象
　
。

す
な
わ
ち
、
領
民
の
場
合
、
都
市
近
郊
の

「富
者
」
は
屋
根
が
瓦
葺
き
で
畜
舎
を

別
に
持

つ
土
間
式

で
あ
り
、
　
「貧
者
」
は
茅
葺
き
屋
根
に
干
閲
式
住
居
で
あ
る
。

郷
村
で
は
瓦

・
茅
葺
き
屋
根
を
問
わ
ず
千
閲
式

「欄
房
」
で
あ
る
。
そ
し
て
官
族

の
場
合
、　
「中
州
の
富
官
」
と
同
様
の
様
式
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
領
民
の
中
で

も
経
済
的
条
件
に
応
じ
た
相
違
が
生
じ
て
お
り
、
ま
た

「貧
者
」
の
家
の
壁
に
泥

一m



土
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
郷
村
で
も
瓦
葺
き
屋
根
が
用
い
ら
れ
る
な

ど
、
徐
弘
祖
の
時
代
に
比
べ
て
変
化
が
見
ら
れ
る
が
、
と
も
あ
れ
土
官
層
の
住
居

が
漢
族
統
治
階
層
の
そ
れ
と
同
じ
様
式

に
な

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

現
存
の
土
官
衙
門
と
し
て
著
名
な
折
城
県
の
そ
れ
は

[箪
　

一
九
九
〇

"
四
九
頁
]

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(11
)

や

[谷
口
　

一
九
九

一
"
二
三
頁
]
の
図
を
見
る
と
壮
観
な
四
合
院
建
築
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
土
官
は
衙
門

(住
居
を
含
む
)
に
明
代
、
と
く
に
中
期
以
降
漢
族

的
要
素
を
導
入
し
た
が
、
そ
の
目
的
と
し
て
土
官
の
領
内
統
治
と
い
う
側
面
に
も

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
土
官
は
原
則
的
に
は
世
襲
制
で
あ

っ
た
が
、
と
く
に
明

代
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
族
内
で
の
相
続
争
い
が
発
生
し
、
時
に
は
他
土
官
を
も

巻
き
込
ん
で
武
力
紛
争
が
展
開
さ
れ
た
。
先
の
思
明
土
府
の
場
合
、
黄
道
に
よ
る

府
城
建
設
の
動
機
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の
祖
父
黄
珊
と
父
黄
鈎
と
が
黄
砿

(黄
岡

の
庶
兄
)
ら
の
反
乱
に
遭
い
殺
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
軍
事
上
の
必

要
性
か
ら
、
衙
門
が
条
件
の
よ
り
良
い
地
に
遷
さ
れ
た
り
、
拡
張

・
整
備
工
事
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
(12
)

度
々
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
土
官
が
動
揺
し
た
地
位
を
安
定
さ
せ
る
上
で

も
重
要
な
意
義
を
有
し
た
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
土
官
に
よ
る
民
家
政
策
に
つ
い
て
、

民
国

『
雷
平
県
志
』
三

・
社
会

・
風
俗

「居
住
飲
食
」
に
、

　
　
在
土
制
時
期
、
所
有
民
房
、
皆
在
限
制
、
繧
蒼
泥
壁
、
到
処
皆
然
。
惟
櫨
市

　
　
屋
、
類
皆
平
房
、
農
村
則
多
属
高
欄
。

と
あ
り
、
都
市
住
民
の
住
居
は
軒
高
が
低
い
土
壁
の
平
屋
に
限
ら
れ
て
い
た

(農

村
の
干
閲
式
住
居
は
高
さ
の
制
約
が
な
か
っ
た
)
。
さ
ら
に

[広
西
壮
族
自
治
区

編
輯
組

〔編
〕

一
九
八
七
]
に
よ
る
と
、
各
土
州
で
は
領
民
は
建
材
に
火
碑

(
レ

ソ
ガ
)
を
用
い
た
り
、
土
官
層
の
住
居
よ
り
高
度
の
あ
る
建
物
が
禁
止
さ
れ
て
い

た
。　

[箪
　

一
九
九
〇

"
四
〇
頁
]
で
も
、
県
城
の
民
家
は
軒
高
七
、
八
尺
の
も

の
が
多
く
、
中
に
は
五
、
六
尺
ほ
ど
し
か
な
く
出
入
の
際
に
頭
を
低
く
せ
ね
ば
な

ら
な
い
よ
う
な
住
居
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
よ
り
土
官
が
民
家
に
制
限
を
加

え
た
事
実
が
明
白
で
あ
る
が
、
し
か
し
規
制

の
対
象
と
な

っ
た
の
は
都
市
に
お
け

　
壮
族
の
食
文
化
に
つ
い
て
、
ま
ず

『徐
霞
客
遊
記
』
崇
禎
十
年
十

一
月
二
九
日
、

都
結
州

「
相
村
」
の
個
所
に
、
魚
を
細
く
切

っ
て
大
碗
に
盛
り
、
ネ
ギ
と
生
姜
の

糸
切
り
を
入
れ
塩

・
酢
を
か
け
た
料
理

「
膾
」　
(
ナ
マ
ス
)
が
出
さ
れ
た
が
、
徐

弘
祖
は
こ
れ
を
敢
え
て
食
べ
ず
、
肉
を
食
い
酒
を
飲
む
の
み
で
あ

っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
農
村
で
の
食
事
だ
が
、
都
結
土
州
の
知
州
が
同
行
し

て
い
る
こ
と
か
ら
言
え
ぱ
、
土
官
の
指
令
に
基
き
、
そ
の
地
の
壮
族
に
と

っ
て
最

高
の
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、　
『
広
東
新
語
』

一
四
・

食
語

「嵯
胎
」
に
よ
る
と
、
寡
東

(広
東
)
で
は
生
の
魚
を
切

っ
て
蜜
酒
に
浸
し
、

薬
味
を
入
れ
た
魚
胎
が
好
ま
れ
た
が
、
導
西

(広
西
)
で
は
甕
に
入
れ
て
長
期
間

漬
け
込
む

「魚
鮭
」
が
好
ま
れ
た
。
女
性
の
嫁
入
り
の
際
に
は
数
十
個
も
の
甕
を

持
参
す
る
ほ
ど
で
、
甘
酸
く
香
り
の
高
い
魚
嵯
を
作
る
こ
と
の
で
き
る
嫁
は

「
好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(15
)

婦
」
と
さ
れ
た

(
こ
の
魚
鮭
は
広
東
の
羅
定
州
で
も
好
ま
れ
た
)
と
い
う
。
先
の

四
、
食
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
(13
)

る
建
物
の
高
度
や
建
材
な
ど
で
あ

っ
て
、
農
村
の
干
閾
式
住
居
に
つ
い
て
は
全
く

変
革
が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
よ
り
、
土
官
は
明
代
以
降
衙
門
と
住
居
の
建
築
に
漢
族
的
要
素
を
導
入
し
、

清
代
に
は
漢
族
と
の
相
違
が
見
ら
れ
な
く
な

っ
た
こ
と
、
そ
の
背
景
に
は
土
州
と

し
て
中
国
王
朝
の
地
方
行
政
単
位
で
あ

っ
た
事
実
の
み
な
ら
ず
、
必
ず
し
も
そ
の

地
位
が
安
定
し
て
い
な
か
っ
た
土
官
に
と

っ
て
領
内
統
治
の
必
要
性
が
存
し
た
こ

と
、
ま
た
、
民
家

へ
の
制
限

・
禁
止
が
実
施
さ
れ
た
が
、
農
村
の
伝
統
的
な
干
閲

式
住
居
は
そ
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
政
策
に
よ
っ
て
中
国
的
宮
殿
建
築
は
領
内
に
土
官
衙
門

の
み
と
な

っ
た
点
か

ら
、
住
居
の
面
で
の
中
国
化
が
土
官
の
権
威
を
維
持

・
強
化
す
る
作
用
を
果
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(14
)

た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
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『徐
霞
客
遊
記
』
の
記
事
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
そ
れ
ら
は
両
広

(広
東

・
広
西
)

地
域
に
共
通
の
食
品
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
合

「魚
嵯
」
の
作
り

方
に
関
し
て
は
詳
細
な
記
述
が
な
い
が
、
恐
ら
く
塩

・
麹
と
と
も
に
甕
に
入
れ
、

口
を
密
封
し
て
漬
け
込
む
ナ
レ
ズ
シ
の

一
種

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

.　
　
　
　

(16
)

い
て
広
西
で
は
宋
代
に
既
に
記
載
が
見
ら
れ
る
。

　
次
い
で
、
道
光

『白
山
司
志
』

・
風
俗

「飲
食
」　
《
司
冊
》
に
次
の
主
旨
の
記

事
が
あ
る
。
'

　
　

「
土
人
」
に
は
檳
榔
を
嚼
む
習
慣
が
あ
り
、
朝
起
き
る
や
す
ぐ
に
嚼
む
。
来

　
　
客
の
際
に
も
出
し
て
敬
意
を
表
す
。
苦
箏
の
皮
を
剥
い
て
蝉
に
入
れ
清
水
を

　
　
浸
し
て
漬
け
発
酵
さ
せ
た
も
の

(酸
箏
)
や
、
米
汁
を
飯
と
と
も
に
漬
け
込

　
　
む

「酸
糟
」
は
、　
「貧
富
を
論
ぜ
ず
」
各
戸
に
あ
り
、
ま
た
辣
椒

(ト
ウ
ガ

　
　
ラ
シ
)
を
食
事
の
度
に
食
べ
る
。
し
か
し
年
中
行
事
や
宴
会
の
際
に
は
、
鶏

・

　
　
ア
ヒ
ル
・
魚

・
豚
肉
を
用
い
る

の
み
で

「
海
味
」
を
知
ら
な
い
。
他
方
、

　
　

「
富
紳
官
族
」
は
時
に
海
味
を
用
い
る
が
、
辣
椒
を
好
み
、
珍
味
が
並
ぶ
食

　
　
膳
で
も
必
ず
そ
れ
を

(
調
味
料

と
し
て
)
食
べ
る
習
慣
が
あ
る
。
酒
に
は

　
　

「
単
熱
」

・
「
双
熱
」

・
コ
ニ
四
熱
」

の
区
別
が
あ
り
、　
「
富
厚
家
」
は

　
　

「
双
熱
」
を
飲
み
来
客
時
に

「
三
四
熱
」
を
出
す
。　
「貧
人
」
は

「単
熱
」

　
　
を
知
る
の
み
で
、
そ
れ
を

「
焼
酒
」
ま
た
は

「
水
鬼
衝
」
と
呼
び
、
そ
の
味

　
　
は
水
の
よ
う
で

「南
酒
」
の
よ
う
に
酒
精
度
が
低
い
。　
「
北
焼
」
は
司
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(17
)

　
　

(土
官
)
の
も
と
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
清
末
の
白
山
土
司
の
土
官
層

(
お
よ
び

「富
紳
」
)
は
、
海
産
物
を

含
む
珍
味
を
食
べ
、
北
方
式
の
度
数
の
高
い
焼
酎
を
飲
む
点
で
領
民
と
異
な
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(18
)

調
味
料
に
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
好
む
点
で
は
領
民
と
同
じ
で
あ
る
。
な
お
、
領
民
が
嗜

好
物
と
し
て
濱
榔

(ビ
ソ
ロ
ウ
ジ
の
実
)
を
噛
む
習
慣
を
持

つ
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、　
『
同
書
』
の

「冠
婚
」
の
項

(後
述
)
に
は
土
官
が
結
納
品
と
し
て
そ

れ
を
重
視
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
も
土
官
と
領
民
と
は
同
じ

嗜
好
性
を
持

っ
て
い
た
と
言
え
る
。
民
国

『思
楽
県
志
』
九

・
雑
誌

「
土
官
威
権
」

に
、
土
官

の
夫
人
が

「
檳
榔
と
扶
留

(糞
)
」　
(
ビ
ソ
ロ
ソ
ジ
の
実
を
キ
ソ
マ
の

葉
で
包
ん
だ
も
の
)
を

「愛
食
」
し
、
特
定
の
領
民
に
毎
年
扶
留
を
納
入
さ
せ
て

い
た
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う

(
た
だ
し
檳
榔
は
必
ず
し
も
壮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(19
)

族
に
独
自
で
は
な
く
、
両
広
地
方
に
共
通
の
嗜
好
物
で
あ
る
)
。

　
な
お
、　
[広
西
壮
族
自
治
区
編
輯
組

〔編
〕

一
九
八
七

二
三
ニー
四
六
頁
]
に
、

安
平
土
州
の
田
地
の
分
類
と
農
民
の
負
担
内
容
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、　
「
民
田
」

に
分
類
さ
れ
た
田
地
に
は
、
年
中
行
事
の
際
に
農
民
が
土
官
の
衙
門

へ
行
き
チ
マ

キ
を
作
る
労
役
を
負
担
す
る
た
め
の

「煮
綜
田
」
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
そ
の
田
地

が

「官
田
」
に
分
類
さ
れ
る
安
平
市
街
の
近
郊
の
百
沙
屯
で
は
、
毎
年
旧
暦
八
月

一
五
日

(中
秋
節
。
以
下
、
行
事
の
期
日
は
旧
暦
で
表
記
)
に
屯
民
が
蜂
の
巣
を

採
集
し
て
蜂
の
幼
虫
を
衙
門
に
進
貢
し
た

〔土
官
が
蜂
と
儒
米

(
モ
チ
ゴ
メ
)
を

妙
め
て
食
べ
た
〕
。
さ
ら
に

「官
田
」
の
下
利
屯
の
場
合
、
正
月
二
九
日
に
、
儒

米
に
混
ぜ
て
磁
粘

(
モ
チ
)
を
作
る
材
料
と
し
て
、
支
草

(
ヨ
モ
ギ
)
類
を
採
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(20
>

し
て
土
官
衙
門
に
送
り
、
五
月
三
日
な
い
し
四
日

(端
午
節
)
に
は

「涼
綜
」
の

材
料
を
進
貢
し
た
と
い
う
。
加
え
て
正
月
に
儒
米
を
土
官
に
進
貢
す
る
行
為
は
各

地
で
見
ら
れ
た
。
右
の
資
料
は
恐
ら
く
清
末
期
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
が
、
儒
米

食
品
に
対
す
る
嗜
好
性
は
早
期
か
ら
壮
族

(の
先
民
)
の
も
と
に
あ
り
、
そ
し
て

現
在
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。
漢
族
も
端
午
節
に
チ
マ
キ
を
食
べ
る
が
、
儒
米
に
対

す
る
嗜
好
性
は
壮
族
の
場
合
は
る
か
に
強
く
、
行
事
食
品
と
し
て
も
珍
重
さ
れ
て

き
た
。
土
官
は

「
食
事
毎
に
魚
肉
や
山
海

の
珍
味
を
大
碗
に
数
杯
食
べ
、
接
客
の

際
に
は
四
〇
種
も
の
料
理
を
用
い
る
」　

[広
西
壮
族
自
治
区
編
輯
組

〔編
〕

一
九

八
七

"
八
〇
頁
]
が
、
し
か
し
年
中
行
事
の
際
に
は

一
般
の
壮
族
同
様
、
伝
統
的

な
行
事
食
品
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
よ
り
、
と
く
に
清
代
以
降
、
土
官
は
中
国
式
の
飲
食
物
を
用
い
て
お
り
、

そ
の
点
で
統
治
階
層
と
領
民
と
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
し
か
し
同
時
に
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婚
姻
習
俗
に
っ
か
て
、
ま
ず
道
光

『
白
山
司
志
』
風
俗

「冠
婚
」　
《司
冊
》
に

次
の
記
事
が
あ
る
。

　
　
土
人
、
婚
姻
不
用
庚
帖
、
但
檳
榔

一
権
、
戒
指

一
対
送
、
謂
之
喫
。
准
口
行

　
　
聰
、
亦
以
檳
榔
為
重
、
富
厚
家
以
千
計
。　
(中
略
。
)
其
次
則
酒
肉
樵
餅
、

　
　
総
以
多
為
貴
。
首
飾
甚
簡
、
惟
銀
箸

・
手
釧

・
戒
指
数
事
而
已
。
聰
金
不
論

　
　
多
寡
、
称
家
有
無
。
迎
婁
之
日
、
有
力
家
及
近
嘘
市
者
、
用
四
人
或
二
人
肩

　
　
輿
、
結
彩
紬
於
四
角
、
鼓
楽
導
引
、
爆
竹
声
不
絶
於
道
。
其
貧
而
居
深
山
郷

　
　
僻
者
、
率
歩
行
、
新
婦
手
張
雨
蓋
、
群
婦
女
囲
而
送
之
。
交
拝
之
後
、
親
友

　
　
囲
坐
飲
酒
、
唱
土
歌
達
旦
乃
散
。
官
族
則
行
六
礼
、
如
漢
人
。
惟
納
采
、
亦

　
　
尚
檳
榔
、
蓋
相
沿
土
俗
也
。

　
漢
族
の
婚
姻
は

「
六
礼
」
、
す
な
わ
ち
ほ
ぼ

「納
采
」　
(正
規
の
結
婚
申
込
)
、

「
問
名
」　
(庚
帖
。
新
婦
の
八
字
帖
に
よ
る
相
性
占
い
)
、　
「納
吉
」　
(占
い
が

吉
と
出
て
婚
約
成
立
、
手
付
金
支
払
)
、　
「納
徴
」　
(過
礼
。
婚
資
の
支
払
)
、

「請
期
」　
(報
日
。
結
婚
時
期
の
決
定
)
、　
「親
迎
」　
(新
郎
に
よ
る
当
日
の
嫁

迎
え
、
結
婚
式
)
の
過
程
を
経
る
と
さ
れ
る
。
が
、
右
の
記
事
の

「土
人
」　
(領

民
)
の
も
と
で
は
、
積
榔
や
指
輪
の

(男
方
か
ら
女
方

へ
の
)
贈
与
が

(恐
ら
く

結
婚
申
込
と
手
付
金
支
払
を
兼
ね
て
)
行
わ
れ
る
の
み
で
、　
「
庚
帖
」
は
用
い
ら

れ
な
か
っ
た
。
婚
資
も
檳
榔
が
主
体
と
な
り
、
他
に
銀
製
の
装
身
具

(首
飾
り

・

箸

・
腕
輪

・
指
輪
)
が
贈
与
さ
れ
た
が
、
現
金
の
金
額
は

一
定
せ
ず
、
そ
の
家
の

財
力
に
応
じ
た
額
を
支
払

っ
た
。
婚
礼
の
当
目
に
は
、　
「
有
力
家
」
や
嘘
市
の
近

五
、
婚
姻
習
俗

行
事
の
際
に
は
壮
族
に
伝
統
的
な
儒
米
食
品
を
食
べ
、
ま
た
両
広
地
域
に
共
通
す

る
ビ
ソ
ロ
ゥ
ジ
や
ナ
レ
ズ
シ
、
ナ
マ
ス
な
ど
に
対
す
る
嗜
好
性
を
維
持
し
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

辺
に
居
住
す
る
者
に
は
、
新
婦
が
肩
輿
に
乗
り
、
楽
隊
の
先
導
の
も
と
に
爆
竹
を

放
ち
な
が
ら
嫁
入
り
す
る
と
い
う
、
漢
族
の
習
俗
を
彷
彿
さ
せ
る
光
景
が
見
ら
れ

た
が
、
貧
し
い
山
地
住
民
は
雨
傘
を
さ
し
た
新
婦
が
多
く
の
婦
女
に
囲
ま
れ
て
歩

行
し
て
嫁
入
り
し
、
夫
婦
が
夫
家
で

「交
拝
」
儀
礼
を
行

っ
た
後
に
親
戚
友
人
た

ち
と
と
も
に
翌
朝
ま
で

「
囲
坐
し
て
飲
酒
」
し

「
土
歌
を
唱
う
」
と
い
う
内
容
で

あ

っ
た
。
他
方
、
土
官
層
の
場
合
、
漢
族
的

「
六
礼
」
に
沿
う
が
、
結
納
に
は
檳

榔
を
用
い
た
と
い
う
。

　
右
の
記
事
の
領
民
の
婚
姻

の
場
合
、
嫁
入
り
の
際
に
夫
方
で

「交
拝
」
が
行
わ

れ
る
な
ど
漢
族
的
な
要
素
も
部
分
的
に
見
ら
れ
る
が
、
他
方
で
嫁
入
り
に
同
行
し

婚
礼

の
晩
も
新
婦
と
行
動
を
共
に
す
る
婦
女

(い
わ
ゆ
る
姉
妹
伴
)
の
存
在
、
結

婚
式
の
日
の

(参
加
者
に
よ
る
)
対
歌
の
開
催
な
ど
に
壮
族
の
独
自
性
が
見
ら
れ

(
21
)

る
。
他
方
、　
「有
力
家
」
は
嫁
入
り
行
列
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
漢
族
的
要
素
が
強

く
、
さ
ら
に
土
官
層
に
至
っ
て
は
ほ
ぼ
漢
族
的
方
式
が
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
こ
で
は
、
対
歌
を
通
じ
て
の
配
偶
者
選
定
、
同
姓
婚
、　
「結
婚
式
」

の
後
新
婦
が
実
家
に
住
み
初
生
児
の
受
胎
後
に
夫
方
に
正
式

に
移
り
住
む
習
俗

(不
落
夫
家
)
、
お
よ
び

「
持
参
財
」
は
新
婦
が
受
胎
後
夫
家
に
移
る
時
に
支
払

わ
れ
る
こ
と
、
婿
入
り
婚
と
嫁
取
り
婚
と
の
並
行
な
ど
壮
族
の
伝
統
的
な
婚
姻
習

俗
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
高
熊
徴

『郵
雪
斎
全
集
』
前
掲
項
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

　
　

一
、
禁
同
姓
為
婚
。
夫
嬰
婦
、
不
嬰
同
姓
、
礼
文
昭
昭
。
買
妾
不
知
其
姓
、

　
　
尚
卜
之
、
何
可
草
草
。
土
司
地
方
、
昏
嬰
惟
身
家
年
貌
是
問
、
不
論
同
姓
。

　
　
以
至
姪
妻
其
姉
、
妹
帰
其
弟
、
漬
倫
莫
大
焉
。
巳
往
難
不
、
可
救
将
来
、
亦

　
　
当
禁
止
。

す
な
わ
ち
、
清
初
、
土
官
層
の
間
で
は
婚
姻
は

「
同
姓
を
論
ぜ
ず
」
、
た
だ
身
体

・

家
柄

・
年
齢

・
容
貌
の
み
が
問
題
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
同

一
父
系
リ
ネ
ー
ジ

に
属
す
る
近
親
者

の
婚
姻
に
な
る
と
い
う
批
判
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
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て
民
国

『
思
楽
県
志
』
　
「土
官
威
権
」
に

「
婚
嫁
是
土
官
与
土
官
自
相
結
婚
、
不

以
同
姓
為
嫌
、
土
官
族
亦
然
。
」
と
あ
り
、
土
官
層
の
も
と
で
は
同
姓
婚
が
忌
避

さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
通
婚
範
囲
が
土
官
層
内
部

に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
婚
姻
が
同

一
階
層
内
で
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
に
つ
い
て
は

[広
西
壮
族
自
治
区
編
輯
組

〔編
〕

一
九
八
七
]
に
見
え
る
各
土

州
の
事
例
が
お
し
な
べ
て
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
土
官
の
正
妻
は
必
ず
他
の

土
官
か
ら
嬰
り
、
そ
の

一
族

(官
族
)
や
土
目
の
場
合
も
縁
組
み
は
同

一
階
層
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(22
)

で
行
わ
れ
、
領
民
と
の
縁
組
み
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。　
「
門
当
戸
対
」

の
原
則
を

貫
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
領
民
に
対
す
る
支
配
力
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
で
あ
ろ
う

こ
と
が
想
像
に
難
く
な
い
。
土
官
層
の
婚
姻
の
場
合
、
こ
の
側
面
が
強

い
が
ゆ
え

に
、
配
偶
者
の
選
択
の
際
の
対
歌

(
う
た
掛
け
。
歌
嘘
)
や
不
落
夫
家
の
習
俗
は

行
わ
れ
な
か

っ
た

(な
い
し
早
期
に
廃
れ
た
)
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
先
の
高
熊

徴
の
指
摘
に
お
い
て
同
姓
婚
以
外
の
壮
族
の
伝
統
的
婚
姻
習
俗
が
批
判
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
こ
の
推
測
を
裏
付
け
て
い
る
。
さ
ら
に
対
歌
に
つ
い
て

[広
西
壮
族
自
治
区
編
輯
組

〔編
〕
二

九
八
七

日
四
四
頁
]
で
は
、
安
平
土
州
で

は
毎
年
二
、
七
月
に
土
官
が
村
落
の
歌
撞
に
行
き
、
当
地
の
女
子
と
対
歌
を
行

っ

た
と
い
う
が
、
そ
れ
は
配
偶
者
の
選
択
の
た
め
で
は
な
く
、
土
官
の
娯
楽
的
行
為

で
あ
る
。
加
え
て

[箪
　

一
九
九
〇

二

六

一
頁
]
に
、
析
城
土
県
で
は
領
民
の

間
に

「
仔
大
出
家
、
女
大
招
郎
」
と
し
て
、
女
子
を
家
に
留
め
て
婿
を
取
る

(男

子
は
他
家
に
婿
に
行
く
)
習
俗
が
見
ら
れ
た
が
、
土
官
の
場
合
、
漢
族
同
様
、
婿

入
り
に
よ
る
継
承
は
行
わ
れ
ず
、
後
継
の
男
子
が
な
い
時
に
は
甥

・
弟
な
ど
の
父

系
近
親
者
か
ら
養
取
し
た
と
い
う
。
清
代
に
土
官
は
婚
姻
習
俗
の
上
で
も
既
に
相

当
に
漢
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、　

[広
西
壮
族
自
治
区
編
輯
組

〔編
〕

一
九
八
七

"
七
九
頁
、

一
四
四
頁
]

に
よ
る
と
、
土
官
が
他
の
土
官
か
ら
正
妻
を
婁
る
時
に
は
、
土
官
が
自
ら
官
印
を

持
参
し
て
嫁
迎
え
に
行
き
、
新
婦
が
花
驕
に
乗
る
時
に
彼
女
の
首
に
官
印
を
掛
け

る
行
為
が
行
わ
れ
た
と
い
う

(
「印
妻
」
と
称
す
る
)
。
そ
れ
は
嫁
を
供
給
す
る

側
で
あ
り
、
往
々
強
敵
で
も
あ
っ
た
他
の
土
官
に
対
す
る
政
治
的
行
為
で
あ
る
と

と
も
に
、
土
官
の
正
妻
も
政
務
に
参
画
す
る
こ
と
が
可
能
な
当
時
の
壮
族
土
官
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(23
)

政
治
体
制
が
恐
ら
く
反
映
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。　
「
印
妻
」
は
直
轄
地
に
は
見

ら
れ
な
い
習
俗
で
あ
る
。

　
土
官
は
領
民
の
通
婚
範
囲
を
固
定
化
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
婚
礼
に
関
し
て
様

々

な
制
限
を
加
え
た
。
た
と
え
ば

[広
西
壮
族
自
治
区
編
輯
組

〔編
〕

一
九
八
七

"

一
二
〇
頁
]
に
よ
る
と
、
万
承
土
州
で
は
嫁
入
り
時
の
楽
器

(ド
ラ
、

ラ
ッ
パ
)

使
用
や
花
嫁
の
乗
る
橋
の
使
用
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た

(
た
だ
し
漢
人
は
別
格
)
。

ま
た
民
国

『鳳
山
県
志
』
三

・
社
会

「風
俗
」
に
も
、　
「
上
中
等
家
」
を
除
き
、

紅
色
の
傘

(な
い
し
上
部
が
紅
色
で
縁
辺
が
藍
色
の
傘
)
、
ド
ラ
、
爆
竹
、
ラ
ッ

パ
、
龍
鳳
旗
の
使
用
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た

(た
だ
花
嬌
は
許
可
さ
れ
て
い
た
)
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
か
く
て
、
　
「豚

・
羊

・
鶏

・
ア
ヒ
ル

・
鵡
鳥

一
対
、
白
銀

三
百
両
な
ど
の
礼
物
を
備
え
て
、
三
班
六
房
の
人
馬
を
ほ
ぼ
動
員
し
、
親
兵

・
練

勇
に
護
衛
さ
れ
、
長
号
、
鼓
手
、
三
六
も
の
旗

(龍
鳳
虎
旗
、
金
鼓
令
旗
、
三
角

旗
、
瑚
公
旗
な
ど
)
を
掲
げ
、
民
侠

一
、
二
百
人
を
従
え
、
自
身
ガ
ラ
ス
窓
付
き

の
嬌
に
乗
る
」
と
い
う
豪
華
な
嫁
迎
え
行
列

[広
西
壮
族
自
治
区
編
輯
組

〔編
〕

一
九
八
七

"
一
四
四
頁
]
は
土
官
の
み
の
特
権
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
土
官
層
は
婚
姻
習
俗
に
お
い
て
漢
文
化
を
導
入
し
、
領
民
に
対

し
て
規
制
を
行
う
こ
と
で
漢
族
的
婚
姻
習
俗
を
専
有
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場

合
で
も
漢
族
的
習
俗
と
完
全
に
は
同
じ
で
な
か

っ
た
。
土
官
は
同
姓
婚
を
行
う
外

に
対
歌
に
参
加
し
た

(前
掲
)
が
、
た
と
え
娯
楽
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
そ
の
際
に
現

地
の
村
か
ら
人
夫
や
酒
食
、
さ
ら
に
対
歌
を
行
う
女
性
を
徴
発
し
た
と
し
て
も
、

壮
族
の
伝
統
文
化
に
対
す
る
土
官
の
欲
求
が
行
動
の
根
底
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
し
か
も
直
轄
地
で
は
し
ば
し
ば
対
歌
の
禁
止
が
行
わ
れ
た
の
に
土
官
が
積
極

的
に
禁
止
政
策
を
推
進
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
不
落
夫
家
に
つ
い
て
も
同
様
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最
後
に
年
中
行
事
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
壮
族
の
年
中
行
事
に
つ
い
て
筆
者

は
先
に
、
そ
の
形
成
過
程
を
主
体
に
検
討
を
行

っ
た
。
そ
し
て
壮
族
の
行
事
は
、

漢
族
か
ら
受
容
し
そ
の
内
容
も
漢
族
的
な
行
事
、
漢
族
的
要
素
と
固
有
の

(
な
い

し
非
漢
族
的
)
要
素
と
が
併
存
す
る
行
事
と
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
、
漢
族
的
要
素

の
広
範
な
存
在
か
ら
す
れ
ば
壮
族
の
行
事
の
特
徴
と
し
て
壮
族
的

・
漢
族
的
両
要

素
の
複
合
性
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
広
西
で
も
西
部

・
西
北
部

・
北
部
は

中
部

・
東
部
に
比
較
し
て
漢
族
的
行
事
の
受
容
の
時
期
が
遅
く
浸
透
度
も
低
い
こ

と
、
ま
た
土
官
地
域
で
は
漢
族
的
行
事
の
部
分
的
受
容
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘

し
た

[塚
田
　

一
九
九
二

二

六
九
i

二
五

一
頁
]
。
土
官
が
西
部

(
お
よ
び
西

北
部
)
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
行
事
の
面
で
も
他
地
域
よ
り
漢
化

が
遅
れ
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
が
、
以
下
、
土
官
地
域
に
お
け
る
行
事
に
つ
い
て

検
討
し
よ
う
。

　

ま
ず
、
道
光

『
白
山
司
志
』
風
俗

「節
令
」　
《司
冊
》
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

　
　

土
人
、
元
旦
、
戴
冠
囁
履
、
赴
隣
里
親
串
作
賀
、
謂
之
拝
年
。
親
友
具
樵
綜

六
、
年
中
行
事

　
　
　
　
　

(勿
)

の
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
領
民
の
漢
化
を
抑
制
し
、
土
官
層
が
漢
文

化
を
専
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
領
民
に
対
す
る
支
配
力
を
維
持
し
よ
う
と
し
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
以
上
よ
り
、
婚
姻
習
俗
に
お
い
て
土
官
は
漢
文
化
を
積
極
的
に
導
入
し
、
清
代

に
は
相
当
に
漢
化
し
た
こ
と
、
他
方
領
民
に
対
し
て
は
様
々
な
制
限
を
加
え
、
通

婚
範
囲
を
固
定
化
さ
せ
た

(
そ
れ
は
土
官
の
地
位
の
維
持
に
作
用
を
果
た
し
た
)

こ
と
、
土
官
層
は
漢
族
的
婚
姻
習
俗
を
専
有
し
た
が
、
対
歌

へ
の
参
加
、　
「印
妻
」

習
俗
、
同
姓
婚
な
ど
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
壮
族
文
化
を
全
面
的
に

否
定
し
て
漢
文
化
に
置
き
替
え
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
　
鶏
黍
留
飲
。
親
友
来
、
亦
挽
留
酒
飯
。
其
絵
、
上
元

・
上
巳
・
端
陽

・
中
秋

・

　
　
重
陽
各
節
、
皆
不
知
也
。
所
重
者
、
清
明

・
中
元
二
節
。
清
明
日
、
備
紙
銭

・

　
　
酒
肉

・
奨
飯
、
男
携
笛
、
女
摯
櫨
、
斉
赴
祖
先
墳
前
拝
祭
。
祭
罷
、
席
地
轟

　
　
飲
、
尽
酔
而
帰
。
凡
祭
過
之
墳
、
皆
挿
青
竹

一
枝
、
掛
長
白
紙
銭
、
随
風
瓢

　
　
濃
、

一
望
如
茶
、
謂
之
桂
青
。
中
元
、
名
為
鬼
節
。
祭
先
之
絵
、
嘘
頭
山
角
、

　
　
偏
焚
紙
銭
、
云
給
野
鬼
。
不
焚
者
、
輯
有
鬼
作
崇
、
須
召
巫
穰
解
。
故
土
人

　
　
於
此
節
、
尤
競
競
焉
。
官
族
亦
於
此
二
節
、
祭
掃
先
墓
。
中
元
、
司
官
具
酒

　
　
齪

・
紙
銭

・
紙
錠
、
赴
郊
外
祭
孤
。
族
人
好
善
者
、
購
冥
資
、
附
而
焚
之
。

　
　
蓋
即
州
県
祭
属
壇
之
意
。
其
他
節
令
、
悉
与
中
州
同
。

す
な
わ
ち
当
時
の
白
山
土
司
で
は
、
元
旦

(春
節
)
、
清
明
節
、
中
元
節
が
行
わ

れ
て
い
た
が
、
上
元

(
元
宵
節
)
、
三
月
上
巳
節
、
端
午
節
、
中
秋
節
、
重
陽
節

は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
領
民
は
春
節
に
親
戚
友
人
と
往
来
し
合
い

「
拝
年
」

(年
賀
の
礼
)
を
行
い
、
酒
食
を
以
て
新
年
の
到
来
を
祝

っ
た
。
清
明
節
に
は
紙

銭
や
酒
飯
な
ど
供
物
を
持
参
し
て
墓
参
を
行
い
、
祭
拝
の
後
、
墓
前
で
一
家
が
揃
っ

て
飲
食
し
、
青
竹
に
白
く
長
い
紙
銭
を
吊
し
た
標
識

(幡
)
を
墓
上
に
挿
し
た

(
「挫
青
」
)
。
中
元
節
に
は

(自
宅
で
)
祖
先
を
祭
る
外
、
櫨
市
の
入
口
や
山

隙
の
地
で
紙
銭
を
燃
や
し
無
縁
の
孤
霊
に
供
え
た
。
民
間
で
は
正
月
の
外
に
清
明

節

・
中
元
節
が
重
視
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
土
官
層
の
も
と
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。

彼
等
は
清
明
節
に
墓
参
を
行

っ
た
。
中
元
節
に
は
供
物
や
紙
銭
を
用
意
し
て
郊
外

に
赴
き
、
紙
銭
や
紙
錠

(元
宝
)
を
焼
き
孤
霊
に
与
え
た
が
、
そ
れ
は
直
轄
地
に

お
い
て
官
側
が
属
壇
に
て
無
縁
仏
を
祭
る
行
為
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
と

い
う
。

　
正
月
の
年
賀
や
清
明
節
の
墓
参
は
明
ら
か
に
漢
族
か
ら
受
容
し
た
行
事
で
あ
る
。

右
の
記
事
の
清
明
節
の
墓
参
方
式

(掛
青
、
墓
前
で
の
飲
食
)
も
漢
族
の
そ
れ
と

同
様
で
あ
る
。
中
元
節
に
つ
い
て
、
期
日
や
祭
り
方

(紙
銭

の
焚
化
)
は
漢
族
か

ら
受
容
し
た
が
、
恐
ら
く
孤
霊
を
畏
怖
す
る
観
念
が
漢
族
の
影
響
を
受
け
る
以
前

一9一



か
ら
存
在
し
た
が
た
め
に
領
民
が
無
縁
の
孤
霊
に
対
し
殊
更
に

「競
競
」
と
し
、

そ
し
て
何
ら
か
の
事
情
で
紙
銭
を
燃
や
し
そ
こ
ね
た
場
合
に
巫
師
に
依
頼
し
て
厄

祓
い
の
儀
礼
を
挙
行
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
行
事
食
品
と
し
て
、
こ
こ

で
も
正
月
の
チ
マ
キ

・
モ
チ
な
ど
濡
米
食
品
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点

で
漢
族
的
要
素
と
壮
族
的
要
素
と
の
併
存
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
清
末
の
白
山
土
官
の
場
合
、
清
明
節
に
墓
参
が
行
わ
れ
て
い
る
点
で
は
漢
化
の

度
合
い
が
や
や
強
い
が
、
他
の
土
官
の
事
例
を
も
見
て
み
よ
う
。
正
月
行
事
に
つ

い
て
、　

[広
西
壮
族
自
治
区
編
輯
組

〔編
〕

一
九
八
七

二

〇
八
-

一
=

頁
、

一
二
〇
頁
]

に
よ
る
と
、
万
承
土
州
で
は
十
二
月
二
九
日

・
三
〇
日
に
土
官
衙
門

で
年
末
の
大
掃
除
が
行
わ
れ
、
正
月
二
日
ま
で
の
間
領
民
が
労
役
を
提
供
し
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
土
官
は
村
落
を
巡
行
し
、
鶏

(去
勢
鶏
)

・
儒
米

・
果
物

(柑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(お
)

果
)
を
正
月
用
に
進
貢
さ
せ
た
。
正
月
に
は
土
官
は
各
村
の

「
郷
老
」
か
ら

「拝

年
」
の
礼
を
受
け
た
が
、
郷
老
は
そ
の
際
に
各
々
鶏

一
羽

・
白
米
十
斤
を
進
貢
せ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
農
村
に
住
む
土
目

「
四
姓
目
家
」
は
、
近
郊
の
村
人
と
と

も
に
衙
門

へ
行
き

「舞
龍
」
を
催
し
、
土
官
に
対
し
て
年
賀
を
行

っ
た
。
安
平
土

州
で
は

[広
西
壮
族
自
治
区
編
輯
組

〔編
〕

一
九
八
七

"
二
二
頁
、
三
五
ー
三
六

頁
]
に
よ
る
と
、
年
末
に
領
民
を
徴
発
し
て
衙
門
の

「
春
聯
」
の
貼
り
替
え
を
し

た
。
正
月
に
は
各
村
の

「吏
目
」
や
領
民
が
土
官
に
叩
拝
し
て
年
賀
を
行

っ
た
。

土
官
に
よ
る
徴
発
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
行
事
に
春
聯
貼
り
替
え
、
大
掃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(26
)

除
、
年
賀
、
舞
龍
な
ど
の
漢
族
的
要
素
の
み
な
ら
ず
、
儒
米
食
品
な
ど
壮
族
的
要

素
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
な
お
、　
[広
西
壮
族
自
治
区
編
輯
組

〔編
〕

一
九
八
七

二

〇
九
頁
]
に
よ
る

と
、
万
承
土
州
で
は
土
官
が

「
五
節
」　
(立
春

・
端
午

・
中
秋

・
冬
至

・
歳
暮
)

に
各
村
か
ら
銭
を
徴
収
し
て
お
り
、
壮
族
地
区
の
民
間
で
は
さ
ほ
ど
普
及
し
て
い

な
か

っ
た
立
春
や
冬
至
の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
万
承
土
州
の
場
合
儀
礼
内
容

が
不
明
で
あ
る
が
、
立
春
儀
礼
に
つ
い
て
思
明
土
府

(
A
)
と
南
丹
土
州

(
B
)

の
場
合
、
次

の
よ
う
な
主
旨
の
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
。

(
A
)
立
春
儀
礼
は
先
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
嘉
靖

二
年

(
一
五
二
三
)

　
　
督
備
の
主
導

で
初
め
て
土
牛
と
芒
神
を
作

っ
た
。
土
牛
を
府
城
の
東
門
外
に

　
　
運
び
、
麻
豆
を
投
げ
つ
け
庖
瘡
の
予
防
と
し
た
り
、
演
劇
を
開
催
し
て
土
府

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(27
)

　
　
属
官
と
も
ど
も
観
賞
し
た
。
そ
し
て
翌
日
土
牛
を
鞭
打

っ
た
。

(
B
)
二
月
に
土
官
が
吉
日
を
選
び
通
知
を
発
し
て
、
領
内

の
属
官

(哨
目

・
団

　
　
首

・
総
頭
目
)
を
州
城
に
招
集
す
る
。
翌
日
、
文
武
の
各
官
が
儀
侯
兵
を
盛

　
　
大
に
連
ね
、
隊
列
を
組
ん
で
州
城
の
東
郊
に
行
く
。
そ
こ
で
属
官
が
順
に
土

　
　
官
に
慶
賀
を
叙
べ
、
号
砲
三
発
の
後
衙
門
に
戻
る
。
そ
こ
で
土
官
が
宴
会
を

　
　
開
い
て
属
官
歓
待
す
る
。
ま
た
衙
門
裏
の
山
上
で
は
前
日
に
号
砲
を
放
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(28
)

　
　
白
旗
を
立
て
て
白
鶏

・
白
犬
を
以
て

(屠
殺
し
て
?
)
祭
る
。

(
A
)
は
中
国
王
朝
側
の
主
導
で
開
始
さ
れ
た
経
緯
も
あ

っ
て
、
中
国
的

「打
牛
」

行
事
と
全
く
同
じ
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
は
土
知
府
黄
澤
の
代
の
こ
と
で
あ
る
が
、

思
明
府
で
は
黄
澤
の
次
の
土
知
府
黄
朝
の
代
に
も
元
宵
節
の
燃
灯
行
事
を
導
入
す

(
29
)

る
な
ど
明
末
期
に
漢
文
化
の
移
入
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
土
官
の

漢
文
化
に
対
す
る
憧
憬
の
み
な
ら
ず
、　
「
そ
の
勢
力
が
弱
体
で
往
々
土
民
に
駆
逐

・

　
　
　
　
　
(30
)

斌
逆
さ
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
左
江
流
域
の
土
官

(思
明
土
府
で
は
先
述
の
よ
う

に
相
続
争
い
の
た
め
土
官
が
被
害
に
遭

っ
た
)
に
と

っ
て
、　
「中
国
の
威
令
を
籍

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(31
)

り
ね
ば
地
位
を
保
て
な
い
」

の
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
漢
族
的
行
事
の
忠
実
な

模
倣
に
は
土
官
の
こ
う
し
た
政
治
目
的
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
方
、

(
B
)
は
漢
族
の
そ
れ
と
か
な
り
異
な
る
。
ま
ず
、
時
期
が
立
春
で
は
な
く
二
月

で
あ
る
。
ま
た
土
官
と
領
内
の
主
だ
っ
た
属
官
や
儀
侯
兵
が
州
城
の
東
郊

へ
赴
く

が
、
土
牛
を
打

つ
行
為
は
な
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
土
官
が
属
官
を
率
い
て
東
郊

に
行
き
、
属
官
が
土
官
に
慶
賀
を
叙
べ
、
号
炮
で
合
図
を
し
、
終
了
後
に
土
官
が

衙
門
に
て
属
官
を
慰
労
す
る
と
い
う

一
連
の
行
為
は
中
国
的
な
立
春
儀
礼
を
彷
彿

さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
土
官
は
中
国
的
行
事
を
受
容
し
た
が
、
そ
の

一10一



際
に
本
来
勧
農
儀
礼
で
あ
る
立
春
行
事
の
中
核
を
成
す
部
分

(土
牛
を
鞭
打
ち
農

事
の
開
始
を
告
げ
る
)
が
省
略
さ
れ
て
、
土
官
の
領
内
統
治
に
重
要
な
作
用
を
果

た
す
で
あ
ろ
う
部
分

(属
官
か
ら
の
拝
賀
と
彼
等
に
対
す
る
慰
労
)
の
み
が
導
入

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
土
官
が
現
実
の
政
治
的
必
要
性
に
応
じ
て
漢
族
的
行
事
を

部
分
的
に

(あ
る
い
は
変
更
を
加
え
て
)
受
容
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
右
江
流

域
の
土
官
は
強
勢
を
誇
り
、
明
末
に
は
往
々
中
国
王
朝
の
指
令
に
背
い
た

(注
30
)

ほ
ど
だ
が
、
南
丹
土
州
も
精
兵
を
擁
し

「他
土
司
が
揮
る
」
ほ
ど
の
広
西
屈
指
の

有
力
土
官
で
あ

っ
た

(注
31
)
。
漢
族
的
行
事
の
受
容
が
土
官
の
領
内
統
治
と
い

う
政
治
目
的
に
沿

っ
て
行
わ
れ
た
点
で
は
先
の
思
明
土
官
の
場
合
と
同
様
で
あ
る

が
、
そ
の
受
容
方
式
に
お
い
て
は

(必
ず
し
も
左
江
と
右
江
の
相
違
に
問
題
を

一

元
化
で
き
な
い
が
)
土
官
の
実
情
に
応
じ
た
相
違
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
土
官
が
漢
族
的
行
事
を
部
分
的
に
、
あ
る
い
は
変
更
を
加
え
て
受

容
し
た
事
例
と
し
て
は
他
に
下
雷
土
州
の
田
植
儀
礼
や
霜
降
節
が
挙
げ
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
前
者
は
、
五
月
に
州
城
郊
外
の

一
村
に
て
、
ま
ず
土
官
が
豚

・
牛
を
屠

殺
し
て
神
農
を
祭
り
、
次
に
水
を
満
た
し
た
盆
の
中
に
中
国
王
朝
か
ら
下
賜
さ
れ

た
印
爾
を
数
回
浸
し
そ
の
水
を
田
中
に
注
ぐ
。
他
村
で
も
土
官
層
が
儀
礼
的
田
植

え
を
行

っ
て
か
ら
村
民
の
田
植
え
が
開
始
さ
れ
た
と
い
う

[広
西
壮
族
自
治
区
編

輯
組

〔編
〕

一
九
八
七

二

八
五
頁
]
。
時
期
が
立
春
で
な
く
、
ま
た
ク
ワ
入
れ

で
は
な
い
が
、
首
長
が
犠
牲
を
捧
げ
て
神
農
を
祭
り
、
領
民
に
先
ん
じ
て
儀
礼
的

農
耕
を
行
う
点
で
、
中
国
の

「薙
田
」
儀
礼
を
彷
彿
さ
せ
る
。
ま
た
、
印
璽
を
道

具
立
て
に
用
い
る
点
か
ら
、
土
官
の
正
統
性
が
中
国
王
朝
の
権
威
を
背
景
に
成
り

立

っ
て
お
り
、
そ
の
正
統
性
の
再
確
認
と
い
う
点
に
儀
礼
の
政
治
目
的
が
あ
る
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。
後
者
の
霜
降
節
は
、
明
代
に
徴
発
さ
れ
倭
冠
鎮
圧
に
戦
功
を

立
て
た
下
雷
州
土
官
許
文
英

・
琴
玉
音
夫
妻
を
記
念
し
て
行
わ
れ
る
祭
り
で
、
そ

の
廟
に
参
詣
し
た
り
対
歌
が
三
日
三
晩
行
わ
れ
た
と
い
う

[広
西
壮
族
自
治
区
編

輯
組

〔編
〕

一
九
八
七

二

六
六
頁
]
。
中
国
の
霜
降
節
の

「
軍
牙

・
六
轟
神
」

を
祭
る
行
事
に
比
べ
る
と
、
戦
争
に
関
係
の
あ
る
神
を
祭
る
点
で
は
共
通
性
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(32
)

る
が
、
祭
ら
れ
る
対
象
が
実
在
の
土
官
で
あ
る
点
に
行
事
の
変
形
が
見
ら
れ
る
と

と
も
に
、
対
歌
の
開
催
に
壮
族
的
要
素
が
認
め
ら
れ
る
。
壮
族
的
要
素
の
存
在
に

つ
い
て
言
う
と
、
先
の

(
B
)
の
事
例
に
お
い
て
も
、
立
て
ら
れ
る
旗
の
色
が
中

国
式
の
青
色

(東
の
方
位
の
色
)
で
は
な
く
、
壮
族
が
高
貴
の
色
と
な
す
白
色

(漢
族

の
観
念
で
は
西
の
方
位
の
色
)
で
あ
る
。

　
壮
族
的
要
素
が
見
ら
れ
る
行
事
と
し
て
は
他
に
正
月
末
の
行
事
、
三
月
三
日
の

墓
参
、
対
歌
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。　

[広
西
壮
族
自
治
区
編
輯
組

〔編
〕

一
九
八

七

"
四

一
頁
]
に
よ
る
と
、
安
平
土
州
の
下
利
屯
で
は
正
月
二
九
日
に

「様
愛
」

(支
草

の
一
種
)
を
採
集
し
土
官
衙
門
に
進
貢
し
た
が
、
そ
れ
は
磁
杷
を
作
る
材

料
で
あ
り
、
正
月
末
に
野
草
入
り
の
磁
杷
を
作
り
正
月
の
終
了
を
祝
う
の
は
壮
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(お
)

の
習
俗
で
あ
る
。
ま
た
、
三
月
三
日
に
土
官
の
墓
地

へ
行
き
雑
役
を
担
当
し
た
が
、

こ
こ
で
は
墓
参
が
清
明
節
に
で
は
な
く
三
月
三
日
に
行
わ
れ
て
い
る

(壮
族
地
区

で
は
三
月
三
日
の
墓
参
が
よ
り
古

い
方
式
で
あ
る
)
。
さ
ら
に
四
月
に
は
、
先
述

の
よ
う
に
、
土
官
が
村
落
で
の
対
歌
に
赴
い
た

(太
平
土
州
で
も
二
月
と
七
月
に

土
官
が
対
歌
に
参
加
し
て
い
る
)
。
土
官
が
立
春

・
端
午

・
中
秋

・
冬
至
な
ど
中

国
的
な
行
事
を
行
い
な
が
ら
、
他
方

で
壮
族
の
伝
統
的
な
行
事
を
も
行

っ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　

(鍵
)

こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

　
以
上
か
ら
、
土
官
は
漢
族
的
行
事
を
受
容
し
た
が
、
他
方
で
儒
米
食
品
や
正
月

末
の
行
事
、
三
月
三
目
の
墓
参
、
対
歌
な
ど
に
壮
族
的
要
素
も
同
時
に
維
持
し
て

い
た
こ
と
、
土
官
の
中
で
も
墓
参
の
期
日

(清
明
節
に
行
う
処
も
あ
る
)
な
ど
に

地
域
差
が
見
ら
れ
た
こ
と
、
土
官
は
漢
族
的
行
事
を
受
容
し
た

(思
明
土
府

の
場

合
、
明
末
期
に
積
極
的
に
受
容
し
た
)
が
、
そ
れ
に
際
し
て
、
そ
の
ま
ま
の
受
容

と
部
分
的
な
受
容

(な
い
し
変
更
が
加
え
ら
れ
る
)
と
の
両
方
の
場
合
が
見
ら
れ

た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
土
官
の
領
内
統
治
と
い
う
政
治
目
的
に
応
じ
て
な
さ
れ

た
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
各
土
官
の
実
情
に
応
じ
た
方
式
で
受
容
が
な
さ
れ
た
で
あ
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小
稿
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
を
整
理
す
る
と
、
ま
ず
、
土
官
層
は
い
ち
早
く
漢
文

化
を
受
容
し
、
そ
し
て
領
民
に
対
し
て
は
そ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
漢
文

化
を
専
有
し
た
。
土
官
に
よ
る
専
有

は
、
服
飾
で
は
帽
子

・
婦
人
の
肩
掛
け

(明

代
)
の
外
、
衣
服
の
色
や
素
材

・
様
式

(清
代
)
な
ど
に
及
ん
だ
。
住
居
も
明
初

に
は
簡
素
で
あ

っ
た
が
、
明
中
期
以
降
中
国
的
様
式
に
な
っ
て
行
き
、
ま
た
民
家

(都
市
部
)
に
対
し
て
は
こ
れ
に
制
限
を
加
え
た
。
か
く
て
壮
大
な
四
合
院
式
の

宮
殿
建
築
は
領
内
に
土
官
衙
門

の
み
と
な

っ
た
。
食
文
化
の
面
で
も
、
と
く
に
清

代
以
降
土
官
が
中
国
の
飲
食
物
を
用

い
る
よ
う
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
婚
姻
や
年
中

行
事
に
お
い
て
も

(恐
ら
く
と
く
に
明
代
以
降
に
)
漢
文
化
の
導
入
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
土
官
に
よ
る
漢
文
化

の
受
容
の
目
的
と
し
て
政
治
的
意
図
が
指
摘

さ
れ
る
。
土
官
の
地
位
は
中
国
王
朝

の
権
威
を
背
景
と
し
て
成
り
立

っ
て
お
り
、

明
代
中
期
以
降
、
相
続
争
い
や
土
官

同
士
の
紛
争
が
頻
発
し
、
そ
の
地
位
が
動
揺

す
る
と
い
う
状
況
下
で
領
内
統
治
を
貫
徹
す
る
た
め
に
、
領
民
に
対
し
て
様

々
な

形
で
制
約
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
を
領
民
と
区
別
し
、
漢
文
化
を
自
ら
の

権
威
と
権
力
を
主
張
す
る
標
識
と
し

て
用
い
た
の
で
あ
る
。
年
中
行
事
の
受
容
に

お
い
て
漢
文
化
の
全
面
的
受
容
の
み
な
ら
ず
、
部
分
的
な
受
容

(
な
い
し
変
更
が

加
え
ら
れ
る
)
の
両
方
の
場
合
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
領
内
統
治
と
い
う
政
治

目
的
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
受

容
方
式
は
各
土
官
の
実
情
に
応
じ
て

一
様
で

は
な
か

っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
土
官
は
漢
文
化
を
受

容
し
た
が
、
し
か
し
壮
族
の
伝
統
文
化
を
も

(部
分
的
で
あ
る
が
)
維
持
し
た
。

す
な
わ
ち
衣
服
の
色

(白
色
を
貴
ぶ
)
、
清

代
中
期
以
前

の
時
期
の
婦
人
の
服
装
、
行
事
食
品
と
し
て
の
濡
米
食
品
、
ナ
レ
ズ

七
、
整
理

ろ

う

こ
と

が

指
摘

さ

れ

る
。

(
1
)　

一
九
九
〇
年
の
セ
ソ
サ
ス
に
よ
る
と
人
口
は
約

一
五
四
九
万
人
で
、
そ
の

　
九
割
も
が
広
西
壮
族
自
治
区
に
居
住
す
る
。
言
語
は
、
中
国
で
は

「
漢
蔵
語
系

　
壮
個
語
族
壮
俸
語
支
」
に
属
す
る
と
さ
れ
、
南
北
両
方
言
が
あ
る
。
統

一
的
な

　
民
族
名
称
は

「壮
」
だ
が
、　
「布
壮
」

・
「布
越
伊
」

・
「
布
土
」

・
「布
儂
」

　
な
ど
二
〇
以
上
の
自
称
を
持

っ
下
位
集
団
が
存
在
す
る
。
前
近
代
の
史
料
で
は

(注

)

シ
・
ナ
マ
ス

・
ビ
ソ
ロ
ウ
ジ
な
ど
両
広
地
域
に
共
通
の
食
品
な
い
し
嗜
好
品
、
同

姓
婚
、
歌
嘘

へ
の
参
加
、
正
月
末
の
行
事
、
三
月
三
日
の
墓
参
な
ど
で
あ
る
。

　
土
官
は
領
民
に
様
々
な
文
化
上
の
統
制
を
加
え
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
概
ね
漢

族
的
要
素
の
受
容
の
制
限
と
い
う
点
に
絞
ら
れ
、
領
民
の
有
す
る
壮
族
の
文
化
伝

統
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
よ
う
な
政
策
は
と
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

今
日
、
広
西
西
部
の
壮
族
地
区
で
は
伝
統
文
化
が
比
較
的
濃
厚
に
維
持
さ
れ
て
い

る
が
、
土
官
の
右
の
政
策
が
そ
の
こ
と
に

一
定
の
作
用
を
果
た
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
れ
は
従
来
の
研
究
に
お
い
て
と
か
く
収
奪
の
側
面
が
強
調
さ
れ
が
ち
で

あ

っ
た
土
官
の
も
う

一
つ
の
側
面
で
あ
る
。

　
小
稿
で
は
文
化

の
諸
側
面
の
う
ち

一
部
を
取
り
上
げ
た
の
に
過
ぎ
な
い
。
漢
文

化
の
重
要
な
側
面
に
漢
字
と
漢
語
、
お
よ
び
そ
れ
ら
を
用
い
て
の
教
育
制
度
、
さ

ら
に
は
科
挙
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
葬
制
、
祖
先
と
神
祇
の
祭
祀
儀
礼

な
ど
も
検
討
に
値
す
る
。
さ
ら
に
、
小
稿
で
も
、
土
官
層
や
村
落
統
率
者

(村
老

・

郷
老

・
塞
老
)
、
移
住
漢
人
、
そ
し
て
領
民
な
ど
土
官
領
内
の
様
々
な
社
会
階
層

の
存
在
に
言
及
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
具
体
的
検
討
が
改
め

て
要
請
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
社
会
組
織
の
面
で
の
漢
族
と
の
異
同
を
把
握
し
た

上
で
検
討
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
冷
こ
れ
ら
は
土
官
の
統
治
シ
ス
テ
ム
の
把

握
に
必
須
の
課
題
で
あ
り
、
後
日
稿
を
改
め
て
論
ず
る
積
も
り
で
あ
る
。
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「
猛
」

・

「撞
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
る

(左

・
右
江
流
域
な
ど
で
は
土
著
民
な

　
い
し
相
対
的
先
住
民
を
指
す

「
土
人
」
と
表
記
さ
れ
る
)
。

(
2
)

明
清
時
代
の
広
西
西
部
土
官

の
総
数
に
つ
い
て
、　

[谷
口
　

一
九
九

一
"

　

一
八
―

一
九
頁
]
に
よ
る
と
、
府
州
県
洞

・
土
巡
検
司

・
長
官
司
を
含
め
て
計

　
六
八
あ

っ
た
。
う
ち
十
六
土
官
が
明
代
に
改
流
な
ど

で
消
滅
し
、
清
代
に
は
さ

　
ら
に
七
土
官
が
改
流
さ
れ
た
。

こ
れ
よ
り
明
清
時
代
に
ほ
ぼ
四
十
絵
～
六
十
絵

　
の
土
官
が
当
地
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

　
　
広
西
西
部
の
土
官
は

一
般
に
規
模
が
小
さ
く
、　
(例
外
も
あ
る
が
)
四
方
を

　
山
岳
に
囲
ま
れ
た
盆
地

(洞
)
の
範
囲
が
そ
の
領
地
に

一
致
す
る
場
合
が
少
な

　
く
な
く
、
中
に
は
も
と
は

一
村
落
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の

(道
光

『
白
山
司
志
』

　

二

「建
置
」
に

「草
創
猶
今
之
村
庄

・
塗
砦
耳
」
)
さ
え
あ

っ
た
。

　
　
な
お
、　
「
土
司
」
と

「土
官
」
と
は
、
厳
密
に
言
う
と
、
そ
の
官
職
の
行
政

　
上
の
帰
属
系
統
な
ど
の
相
違
が
あ
る
が
、
広
西
で
は
文
官
の
土
知
府

・
土
知
州

・

　
土
知
県
が
多
数
を
占
め
る
た
め
、
本
稿
で
は
こ
れ
を

「
土
官
」
と
総
称
す
る
。

(
3
)　
土
官
地
域
の
壮
族
の
服
飾
に
関
す
る
他
史
料
を
見
る
と
、
ま
ず
雍
正

『
広

　
西
通
志
』
九
三

・
諸
蛮

・
蛮
彊
分
隷

・
「
下
雷
土
州
」

に
、　
「男
子
裏
頭
、
婦

　
人
戴
笠
。
」
と
あ
り
、　
『
同
書
』
九
三

「
旧
城
土
司
」
に
、　
「男
無
頂
帽
、
綿

　
布
纏
頭
。
」
と
あ
る
。

一
般
の
男
性
は
帽
子
を
か
ぶ
ら
ず
タ
ー
バ
ソ
を
巻
い
て

　

い
た
こ
と
、
婦
人
は
笠
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る

(な
お
、
康
熈

　

『
養
利
州
志
』
　
「習
尚
」
に

「
男
子
冠
帽
、
貧
者
尺
布
裏
頭
。
」
と
あ
り
、
直

　
轄
地
で
は
富
裕
な
民
は
帽
子
を
か
ぶ

っ
て
い
た
)
。

　
　
右
の
記
事
か
ら
は
タ
ー
バ
ソ
が
木
綿
製

で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
が
、
こ

　

の
点
、
本
文
で
引
用
し
た

『
徐
霞
客
遊
記
』
の
記
事
に
も
、
各
家
に
糸
繰
り
機

　

や
平
織
り
式
の
織
機
が
備
え
ら
れ
、
自
ら
糸
を
紡
ぎ
布
を
織

っ
て
い
た
こ
と
が

　

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
民
国

『凌
雲
県
志
』

三

・
社
会

・
社
会
問
題

　

「
衣
」
に
、
同
治
年
間
以
前
に
は
婦
女
が
會
地
に
棉
花
を
植
え
、
自
ら
糸
を
紡

　
い
で
い
た

(
た
だ
し
光
緒
以
降
は
洋
紗
が
出
回

っ
た
)
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

　
る
。　

ま
た
、
履
物
に
つ
い
て
、
雍
正

『
広
西
通
志
』
九
三

「
向
武
土
州
」
で

　
は

「
草
履
」
を
履
い
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(
た
だ
し

『
同
書
』
三

　
二
・
風
俗

「古
零
司
」　
《旧
志
》
に
は

「
跣
足
不
履
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ

　
れ
て
お
り
、
そ
の
両
方
の
場
合
が
見
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
)
。

　
　
な
お
、
髭
に
つ
い
て
民
国

『思
楽
県
志
』
四

・
風
俗

・
生
活

「
衣
」
に
、
土

　
官
の
統
治
時
期
、
は
じ
め
男
性
は

「束
髪
裏
績
」
で
女
性
は

「結
髪
包
巾
」

で

　
あ
り
、
清
代
以
降
男
性
に
辮
髪
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

　
て
い
る

(
た
だ
し
、
嘉
慶

『
広
西
通
志
』

二
七
八

・
諸
蛮

・
猿

「
宜
山
県
」

　

《県
冊
》
に
よ
る
と
、
女
性
で
も
未
婚
者
は
披
髪
で
既
婚
者
は
挽
髪
で
あ

っ
た
)
。

　
　
な
お
、
女
性
の
纒
足
に
つ
い
て
、　
「
八
桂
女
郎
多
大
足
」　
(況
澄

『
況
氏
叢

　
書
』
二
六

・
粤
西
諸
蛮
勝
跡

・
紀
曾
藻

「大
足
謡
」
)
と
て
広
西
で
は
纒
足
の

　
習
俗
が
少
な
か

っ
た
が
、
中
に
は
民
国

『
武
鳴
県
志
』
三

・
地
理

「風
俗
」
に
、

　

「婦
女
不
纒
足
、
城
中
富
室
、
間
或
有
之
、
郷
村
則
絶
無
也
。
」
と
あ
る
よ
う

　
に
都
市
の
富
豪

の
間
に
は
見
ら
れ
た
。
な
お
、
土
官
層
の
女
子
の
場
合
に
つ
い

　
て
は
史
料
的
に
未
詳

で
あ
る
。

(
4
)　
こ
の
記
事
か
ら
は
、
さ
ら
に

「客
民
」　
(漢
人
移
民
)
が

「
頭
目
」
と
と

　
も
に
土
官
に
次
ぐ
社
会
階
層
と
し
て
待
遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

(
5
)

　
　
土
人
衣
尚
青
。
男
子
間
有
着
藍
者
、
婦
女
則
純
青
、
行
路
以
青
布

一
幅
捲
於

　
　
髪
上
。
短
杉
長
裾
、
裾
其
寛
而
摺
極
細
。
其
着
長
杉
者
、
則
無
裾
。
未
嫁
女

　
　
項
桂
銀
圏
、
耳
懸
灯
篭
墜
、
手
無
戒
指
、
惟
栂
指
東

一
銀
簸
、
名
日
桶
箔
。

　
　
首
飾
用
琴
様
、
銀
管
長
尺
許
、
横
貫
於
髪
、
出
入
林
木
頻
側
其
頭
、
恐
奎
碍

　
　
也
。
平
日
皆
跣
足
、
遇
年
節
及
喜
慶
宴
会
、
男
着
機
、
女
臨
花
鮭
、
悉
以
布

　
　
為
之
。
而
綾
錦
綱
椴
、
富
紳
家
或
間
用
之
。
若
避
遠
村
民
、
則
有
終
其
身
未

　
　

一
観
者
。
官
族
服
飾
、
悉
如
漢
制
、
男
冠
女
冤
、
頗
称
華
美
、
然
紋
綺
之
服
、
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金
珠
之
飾
、
惟
有
大
慶
賀
事
、
始
用
之
。
常
日
則
青
紗
裏
髪
、
大
衣
裁
衣
、

　
　
傍
敦
素
云
。

(
6
)　

『文
献
通
考
』
三
三
〇

・
四
高

「
西
原
蛮
」
所
引

《桂
海
虞
衡
志
》
に
、

　

「洞
酋
錐
号
知
州
県
、
多
服
阜
白
抱
、
類
里
正
戸
長
。
」
と
あ
り
、
当
時

「
洞

　
酋
」
は
知
州

・
知
県
と
は
い
え
、
中
国
の
里
正

・
戸
長
と
向
様
、
白
色
な
い
し

　
黒
色
の
抱
を
着
用
し
て
い
た
。
ま
た
、
　
『太
平
簑
宇
記
』

一
六
六

・
　邑
州

「
風

　
俗
」
に
、
°
「郷
村
皆
戴
白
頭
巾
」
と
あ
り
、
白
色
の
頭
巾
が
郷
村
で
広
く
用
い

　
ら
れ
て
い
た
。

(
7
)　

[広
西
壮
族
自
治
区

〔編
〕

一
九
八
七

"
二
三
―
二
四
頁
]
に
よ
る
と
、

　
安
平
州
で
は

(社
会
的
地
位
の
高
い
)
商
人
は
絹
の
長
抱
を
着
て

「
小
帽
」
を

　
か
ぶ
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
お
り
、
移
住
漢
人
は
優
遇
さ
れ
て
い
た
。

(
8
)　
な
お
、
壮
族
と
言
え
ば
、
五
色
の
糸
を
用
い
て
刺
繍

(な
い
し
縫
い
取
り

　
文
様
)
を
施
し
た

「壮
錦
」
が
著
名
で
あ
る

(た
と
え
ば
乾
隆

『
慶
遠
府
志
』

　

一
〇

・
雑
類

・
諸
蛮

「折
城
土
県
」
)
。
そ
れ
は
女
性
の
上
衣
の
袖
口
・
襟
元

　
や
ス
カ
ー
ト
の
裾
を
縁
取
り
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
禁
令

　
は
管
見
の
限
り
史
料
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
女
性
の
銀
製
装
飾
品
に
対
す

　
る
禁
令
も
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
土
官
に
よ
る
服
飾
の
制

　
限
は
必
ず
し
も
壮
族
の
伝
統
を
全
面
的
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
で
あ

　
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

(
9
)　

『
文
献
通
考
』
　
「
西
原
蛮
」
所
引

《
桂
海
虞
衡
志
》
や

『嶺
外
代
答
』
四

　

「屋
室
」
に
干
闌
式
住
居
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
。　
『
嶺
外
代
答
』
に
よ
る
と
、

　
家
屋
は
竹
を
編
ん
で
作
ら
れ
、
そ
の
四
壁
に
泥
土
を
塗
ら
な
い
た
め
、
夜
間
に

　
は
家
内
の
光
が
外
に
漏
れ
、　
コ

家
点
火
十
家
光
」
で
あ

っ
た
と
い
う
。

(
10
)　
屈
大
均

『
広
東
新
語
』
七

・
人
語

「
峯
人
」

　
　
自
?蕩
浦
至
平
南
、
猛
与
民
雑
居
不
可
辮
。
大
抵
屋
居
者
民
、
欄
居
者
猿
。
欄

　
　
架
木
為
之
、
上
以
棲
人
、
下
以
棲
璽
畜
、
名
欄
房
、
亦
日
高
欄
、
日
麻
欄
子
、

　
　
狼
人
則
不
然
。

(
11
)　
そ
れ
も
明
初
に
創
建
さ
れ
た
当
時
は
草
葺
き
の
簡
素
な
も
の
で
あ

っ
た

　

[谷
口
　

一
九
九

一
"
二
二
頁
]
。

(12
)　

[箪
　

一
九
九
〇

"
五
〇
1
五
六
頁
]
に
よ
る
と
、
析
城
土
県
の
県
治
は

　
前
後
四
回
移
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
明
末
万
暦
年
間
に
は
相
続
争
い
の
た
め
城

　
署
が
灰
儘
に
帰
し
、
清
代
に
大
規
模
な
修
築
が
行
わ
れ
て
い
る

(現
存
の
そ
れ

　
は
改
修
後

の
も
の
で
あ
る
)
。

(
13
)　
万
承
土
州
で
は
、
家
屋
の
梁

・
棟
に
花
紋
の
彫
刻
を
施
し
た
り
す
る
の
も

　
禁
じ
ら
れ
た
。
な
お
、
安
平
土
州
で
は
土
官
層
以
外

で
も
地
位
の
あ
る
商
人
は

　
土
レ
ン
ガ
の
家
屋
が
許
さ
れ
て
お
り
、
太
平
土
州
で
は
土
官
層

・
漢
人
を
問
わ

　
ず

「功
名
」
を
も

つ
科
挙

エ
リ
ー

ト
で
あ
れ
ば
火
確

の
家
屋
を
建
て
る
こ
と
が

　
で
き
た
。
ま
た

[輩
　

一
九
九
〇

"
四
〇
頁
]

に
よ
る
と
、
土
官
と
姻
戚
関
係

　
に
あ
る
者
は

一
般
民
よ
り
も
軒
高
の
あ
る
住
居
が
許
さ
れ
た
。

(
14
)　
な
お
、
壮
族
の
伝
統
的
生
活
様
式
で
は
、
屋
内
で
は
食
卓
や
イ
ス
を
用
い

　
ず

「
イ
ロ
リ
を
囲
ん
で
食
べ
、
席
地
し
て
坐
す
」　
(康
熈

『
養
利
州
志
』
　
「習

　
尚
」
)
、　
「飲
食
す
る
に
則
ち
盤
膝

(あ
ぐ
ら
)
で
地
に
就
く
」　

(雍
正

『
広

　
西
通
志
』
九
三

「
新
寧
州
」
)
方
式
で
あ

っ
た
が
、
土
官
の
場
合
は
明
代
に
は

　
漢
族
的
方
式
に
な

っ
て
い
た
よ
う
に
想
像
さ
れ
る
。

(
15
)

　
　
磐
西
善
為
魚
鮭
、
寡
東
善
為
魚
膳
。
有
宴
会
、
必
以
切
魚
生
為
敬
。
食
必
以

　
　
天
暁
時
、
空
心
為
度
。
毎
飛
霜
鍔
、
泡
蜜
酵
、
下
墓
糞
。
無
不
人
人
色
喜
、

　
　
且
餐
且
笑
。
其
膳
也
皆
以
男
子
、
嵯
則
以
婦
人
。
凡
女
始
嫁
、
其
家
必
以
数

　
　
十
黄
嬰
与
之
。
能
善
為
鮭
、
使
甘
酸
而
香
可
飯

口
、
是
為
好
婦
。
毒
東
羅
定
、

　
　
所
居
在
山
谷
中
少
魚
、
俗
亦
尚
嵯
。

(16
)　

『嶺
外
代
答
』
六

「老
酢
」
に
よ
る
と
、
塩

・
麹
な
ど
を
混
ぜ
て
甕

に
漬

　
け
込
み
、
甕
の
口
の
周
囲
に
水
を
張
り
密
封
す
る
。
水
が
減
る
と

つ
ぎ
足
す
。
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数
年
後
、
腐

っ
た
よ
う
に
表
面
が
白
く
な
る
。
親
族
友
人
間
で
の
贈
答
に
は
必

　
ず
酒
と

「鮮
」
が
用
い
ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け

「老
酢
」
す
な
わ
ち
長
期
間
漬

　
け
た
ナ
レ
ズ
シ
が
好
ま
れ
た
と
い
う
。

　
　
魚
の
酢

の
外
、
　
[田
　

一
九
三
五

"
八
三
]
に
よ
る
と
、
同
正
県
で
は
豚
肉

　
と
嬬
米
の
粉
を
壕
に
漬
け
込
む

「酸
肉
」
が
作
ら
れ
た
と
い
う
。

　
　
な
お
、
胎
に
つ
い
て
は
、
光
緒

『
新
寧
州
志
』
二

「
風
俗
」
、
光
緒

『
横
州

　
志
』
二

・
気
運

「
風
俗
」
に
関
係
記
事
が
見
ら
れ
る
。

(
17
)

　
　
土
人
暁
起
、
即
噛
濱
榔
。
客
至
不
事
茗
葬
、
以
横
榔
為
敬
。
飲
食
嗜
酸
辣
。

　
　
四
五
月
采
苦
箏
、
去
殻
置
瓦
輝
中
、
以
清
水
浸
之
、
久
之
味
変
酸
、
其
気
臭

　
　
甚
、
過
者
掩
鼻
、
土
人
以
為
香
。
以
小
魚
煮
之
、
為
食
中
美
品
。
其
箏
浸
至

　
　
数
年
者
、
治
熱
病
如
神
、
土
人
猶
為
珍
惜
。
又
有
酸
糟
、
乃
以
米
汁
浸
熟
飯

　
　
為
之
。

二
者
価
廉
工
省
、
無
論
貧
富
、
比
戸
皆
有
、
而
辣
椒
則
尤
、
毎
飯
不

　
　
離
者
。
年
節
宴
客
、
惟
用
難
鴨
魚
肉
、
而
不
知
海
味
為
何
物
。
富
紳
官
族
間

　
　
用
之
、
然
珍
鰭
羅
列
中
、
亦
必
佐
以
辣
椒
、
固
其
性
之
所
癖
。
而
司
地
山
水

　
　
極
寒
、
非
辛
辣
之
味
済
之
不
可
也
。　
(中
略
。
)
酒
有
単
熱

・
双
熱

・
三
四

　
　
熱
之
分
、
皆
沽
之
於
市
、
其
価
以
次
逓
増
。
富
厚
家
恒
双
熱
、
待
客
則
用
三

　
　
四
熟
。
貧
人
第
飲
、
知
単
熱
、
名
日
焼
酒
、
又
名
水
鬼
衝
、
言
其
味
如
水
也
、

　
　
淡
若
南
酒
。
北
焼
則
惟
司
官
有
之
。

(
18
)　

な
お
、
こ
の
記
事
の

「
単
熱
」
や

「
双
熱
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
酒
の
製
法

　
に
つ
い
て
は
史
料
的
に
未
詳
で
あ
る
が
、
康
熈

『
西
林
県
志
』
附

「公
絵
偶
吟
」

　

に
も

「土
人
所
造
焼
酒
、
其
淡
如
水
、
俗
呼
為
単
料
酒
。
」
と
あ
り
、

一
般
民

　
が
酒
精
度
数
の
低

い
蒸
留
酒
を
飲
用
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た

　

「
酸
糟
」
に
つ
い
て
、
康
熈

『
西
林
県
志
』

・
風
俗

「閲
俗
」
に
は

「
土
人
以

　
焼
酒
糟
、
同
牛
猪
骨
及
鼠
貯
甕
中
、
臭
腐
則
味
酸
、
名
酸
糟
。
」
と
あ
り
、
酒

　
糟
の
外
に
牛
や
豚
の
骨
を
用
い
て
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
雍
正

『
広
西
通

　
志
』
九
三

「下
雷
土
州
」
に

「酸
糟
作
味
、
不
慣
食
塩
。
」
と
あ
り
、
調
味
料

　
と
し
て

(塩
の
代
用
品
と
し
て
)
用
い
ら
れ
た
と
い
う
。

(
19
)　

『
嶺
外
代
答
』
六

「食
檀
榔
」
に
よ
る
と
、
福
建
か
ら
四
川

・
広
東

・
広

　
西
で
は
皆
、
積
榔
が
好
ま
れ
、
接
客
の
際
に
も
茶
で
は
な
く
横
榔
を
振
る
舞
う

　
の
が
礼
儀
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
食
べ
方
は
、
横
榔

(
の
種
子
)
を
切
り
刻
み
、

　
蜆
の
灰
を
水
で
練

っ
た
も
の
と
と
も
に
キ
ソ
マ
の
葉

で
包
ん
で
噛
む
と
い
う
も

　
の
で
あ
る
。
清
の
納
蘭
常
安

『宙
遊
筆
記
』

三
三

・
広
東

「
檳
榔
」

に
よ
る
と
、

　
嶺
南

(広
東

・
広
西
)
で
は
そ
れ
は

「男
婦
大
小
を
論
ぜ
ず
」
食
べ
ら
れ
、

　

「須
輿
の
若
き
も
離
す
可
か
ら
ざ
る
」
も
の
で
あ

っ
た
。

(
20
)　
草
木
灰
を
水
に
混
ぜ
て
煮
て
、
冷
ま
し
て
飴
色
に
な

っ
た
チ
マ
キ
で
、
福

　
建

・
広
東
な
ど
中
国
南
部
で
端
午
節

の
行
事
食
品
と
し
て
好
ま
れ
る

(周
達
生

　
氏
の
教
示
に
よ
る
)
。

(
21
)　
乾
隆

『
鎮
安
府
志
』　
一
・
輿
地
上

・
風
俗

「婚
嫁
」
に
、　
「
土
民
」
の
婚

　
姻
過
程
に
関
す
る
次
の
内
容
の
記
事
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
庚
帖
を
得
る
。

②

「難

(鶏
)
卜
」

(鶏
骨
を
用
い
て
の
吉
凶
占
い
)
、
も
し
く
は
醸
し
た
酒

　
の
味
が
甘
い
か
苦
い
か
で

(縁
組
み
の
)
成
否
を
決
定
す
る
。
③
濱
榔

・
烏
飯

　

(黒
灰
色
の
オ
コ
ワ
)

・
鶏

・
酒

・
豚

・
牛
を
以
て
聰
礼
と
す
る
。
④
結
婚
式

　
の
当
日
、
新
郎
が
新
婦
の
家
に
行
き
新
婦
の

一
族
と

「歓
飲
」
し
薄
暮
に
先
に

　
戻
る
。
さ
ら
に
新
婦
が
母
や

「捜
」
に
付
き
添
わ
れ
て
夫
家
に
行
く
が
、
そ
の

　
際
に
花
橋

・
楽
隊
が
用
い
ら
れ
ず
、
飾
り
蝋
燭
が
な
く
、　
「合
香
」
の
礼
も
行

　
わ
れ
な
い
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
庚
帖
の
交
換

(①
)
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

　
嫁
の
決
定
の
際
の
鶏
ト
な
ど
の
行
為

(②
)
、
婚
資
の
儒
米
食
品

(③
)
な
ど

　
に
壮
族
的
要
素
が
濃
厚
に
見
ら
れ
る
。
結
婚
式
の
日
の
新
郎
の
行
動

(④
)
に

　

つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
白
山
土
官
の
事
例
と
と
も
に

　
壮
族
に
よ
る
漢
族
的
婚
姻
儀
礼
の
受
容
の
あ
り
方
を
物
語
る
史
料
と
言
え
る
。

(22
)　
た
だ
し
、
正
妻
で
は
な
く
側
室
と
し
て
な
ら
階
層
を
越
え
て
領
民
、
時
に
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は
奴
隷
身
分
の
者
か
ら
も
嬰
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
移
住
漢
人

(多
く
は

　
都
市
に
居
住
す
る
商
人
)
は
別
格

で
、
た
と
え
ば
万
承
土
州
で
は

[広
西
壮
族

　
自
治
区
編
輯
組

〔編
〕

一
九
八
七

"
=

一〇
頁
]
に
よ
る
と
土
目
と
の
通
婚
が

　
可
能
な
場
合
も
見
ら
れ
た
。

(
23
)

当
時
の
壮
族
土
官

の
も
と
で
は
、
土
官
が
幼
少
の
場
合

(時
に
は
成
人
後

　
も
)
、
女
性
が
政
治
に
参
画
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
、
黄
之

　
鶴

『磨
堂
集
』

「
七

「
土
官
志
」

に
よ
る
と
、
土
官
が
幼
少
の
時
、
そ
の
母
な

　
い
し
祖
母
が

「
官
祖
母
某
氏
」

・
「
官
母
某
氏
」
と
し
て
公
文
書
を
発
し
会
議

　
に
出
席
し
、
ま
た
自
ら
兵
を
率
い
て
他
領

に
進
軍
す
る
こ
と
さ
え
あ

っ
た

(成

　
年
土
官
の
場
合
も
そ
の
正
妻
11

「夫
人
」
が
時

に
政
堂
で
夫
と
と
も
に
座
し
政

　
務
を
と
っ
た
)
と
い
う
。
幼
少
の
土
官
に
替
わ

っ
て
自
ら
軍
隊
を
・率
い
倭
冠
を

　
鎮
圧
し
た
田
州
の
瓦
氏
夫
人
は
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。

(
24
)　
対
歌
と
不
落
夫
家
の
禁
令
に
つ
い
て
は
、
康
熈

『永
淳
県
志
』
十

・
風
俗

・

　
猿
人

・

(永
淳
知
県
)
凌
森
美
の
按
語
、
楊
錫
絨

『
四
知
堂
文
集
』
十
八

「行

　
布
政
司
筋
禁
唱
歌
随
俗
牌
」
、
策
拐

(広
州
将
軍
暫
署
両
広
総
督
)　
「奏
為
広

　
西
猪
猿
風
俗
、
女
子
必
有
孕
再
嫁

之
不
良
、
宜
徐
々
化
講
由
」　
(乾
隆
八
年
七

　
月
十
七
日
、　
『
第

一
歴
史
梢
案
館
蔵
朱
批
奏
摺
』
　
「
民
族
事
務
類
」
二
四
七
ー

　
五
)
、
趙
翼

『
管
曝
雑
記
』
三

「
辺
郡
風
俗
」
な
ど
に
記
事
が
あ
る
。

(
25
)　

[広
西
壮
族
自
治
区
編
輯
組

〔編
〕

一
九
八
七

"
八
i
九
頁
、
三
二
頁
]

　
に
よ
る
と
、
安
平
土
州
で
は
各
村

に
村
老
が
存
在
し
た
が
、
そ
れ
は
威
望
と
能

　
力
の
あ
る
老
人
が
な
り
、
村
の
祭
祀
活
動
を
主
催
し
、
重
要
な
事
務
を
処
理
し
、

　
習
慣
法
に
基
き
村
内
の
紛
争
を
調
停
し
、
時
に
は
村
民
を
率

い
て
外
圧
に
も
対

　
抗
し
た
。
村
老
は
土
官
か
ら

「
郎
首
」
と
し
て
把
握
さ
れ
、
徴
発
徴
収
の
実
務

　
を
も
担
当
し
た
と
い
う
。
多
く
の
土
州
の
場
合
、
行
政
機
構
の
末
端
の
村
落
に

　
こ
の
よ
う
な
両
面
性
を
有
す
る
村
落
統
率
者
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

(
26
)　
な
お
、　

[草
　
　一
九
九
〇

"
一
五
六
ー

一
五
七
頁
]
に
よ
る
と
、
土
官
は

　
毎
年
十
二
月
二
〇
日
に

(衙
門
に
)　
「封
官
印
」
を
し
、
翌
年
正
月
二
〇
日
に

　

「開
印
」
す
る
ま
で
の
間
は
政
務
を
行
う
こ
と
が
少
な
く
、
領
民
が
こ
の
間
自

　
由
に
賭
博
、
山
歌
、
猜
拳
、
獅
子
舞

・
舞
龍
な
ど
の
娯
楽
活
動
を
行
う
の
を
許

　
可
し
た

(た
だ
し
正
月
二
〇
日
を
過
ぎ
る
と
賭
博
な
ど
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
舞
龍
行
事
の
際
に
は
先
に
土
官
の
衙
門

・
祀
堂
、
官
族
の
家
に
赴
き
、

　
然
る
後
に
街
や
付
近
の
村
で
行

っ
た
)
。
こ
の
点
、
　
[広
西
壮
族
自
治
区
編
輯

　
組

〔編
〕

一
九
八
七
]
で
も
、
太
平
土
州
で
は
毎
年
十
二
月
三
〇
日
か
ら
正
月

　
十
九
日
ま
で
封
印
を
行
い

(七
九
頁
)
、
ま
た
安
平
土
州
で
は
正
月
十
九
日
の

　
開
印
の
日
に
土
官
が
、
礼
物
を
携
え
て
来
た
各
村
の
頭
人
の
参
拝
を
受
け
、
彼

　
等
に
酒
肉
を
与
え
る
と
い
う
儀
礼
を
行

っ
た

(
二
二
頁
)　

〔
こ
の
日
に
下
利
屯

　
の
各
戸
は
柴

一
担
を
送
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

(四

一
頁
)
〕
。
正
月
の
政
務

　
休
止

(拝
年
の
礼
は
除
く
)
は

[箪
　

一
九
九
〇

二

五
六
-

一
五
七
頁
]
が

　
指
摘
す
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
中
国
王
朝
の
模
倣
で
あ
る
。
し
か
し
、
村
老
ら

　
の
参
拝
を
受
け
る
行
為
に
土
官
の
政
治
目
的
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘

　
さ
れ
る
。
な
お
、
先
の
折
城
県
の
事
例
で
は
領
民
の
娯
楽
活
動
に
つ
い
て
期
限

　
を
設
定
し
て
統
制
し
て
い
る
が
、
娯
楽
自
体
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か

っ
た

　
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
27
)

康
熈

『
思
明
府
志
』

一
・
分
野

「時
令
」　
(嘉
靖
)　
《旧
志
》

　
　
立
春
。
礼
儀
本
府
向
未
行
。
嘉
靖
二
年
、
督
備
指
揮
方
公
震
、
始
教
塑
土
牛

　
　
作
芒
神
。
至
期
、
集
書
民
、
喧
鼓
楽
、
迎
春
於
東
門
。
人
執
麻
豆
洒
牛
、
云

　
　
消
董
瘡
之
疾
。
伽
扮
寿
仙
之
舞
、
設
演
春
戯
、
同
僚
属
為
宜
春
之
飲
。
翌
日
、

　
　
鞭
牛
。

(
28
)　
民
国

『
河
池
県
志
』
二

・
輿
地
上

・
風
俗

「
南
丹
土
州
」

　
　
土
官
、
於
二
月
間
、
択
吉
日
出
行
、
伝
諭
各
哨
目
、
各
団
首
、
畳
土
制
所
設

　
　
総
総
頭
目
。
先
前

一
日
、
斉
集
州
廟
。
次
日
、
各
執
其
事
官
、
盛
陳
儀
衛
、

　
　
列
隊
出
於
東
郊
。
各
頭
目
、
以
次
称
賀
、
随
放
三
排
頭
火
鎗
、
旋
即
回
署
、
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土
官
即
設
宴
款
各
頭
目
。
其
前
夕
、
使
人
於
土
署
後
山
上
、
発
号
放
炮
、
立

　
　
白
旗

「
面
、
以
白
鶏

・
白
犬
祭
之
。

(
29
)　
康
熈

『
思
明
府
志
』　
「
時
令
」　

(嘉
靖
)　

《
旧
志
》

　
　
元
宵
。　

(中
略
)
灯
火

・
爆
竹
稽
少
。
近
間
、
土
官
知
府
黄
朝
、
命
匠
作
好

　
　
灯
籠
。
先
二
日
、
集
衆
喧
鼓
楽
、
迎
灯
於
門
、
掛
堂
点
之
。
遽
僚
属
同
飲
、

　
　
名
為
伴
灯
。
各
舗
門
毎
出

一
灯
。
自
十
二
起
至
二
十
止
送
。

(
30
)　
王
士
性

『
広
志
繹
』
五

・
西
南
諸
省

「
広
西
」

　
　
右
江
土
州
県
、
拠
険
法
厳
。
土
民
無
如
其
官
何
、
而
官
抗
国
法
。
左
江
土
州

　
　
県
、
官
畏
国
法
。
然
勢
弱
、
往
々
為
土
民
逐
駆
斌
逆
、
而
官
又
無
如
民
何
。

　
　
此
両
江
土
官
之
大
較
也
。

(
31
)　

『
磐
西
叢
載
』

二
四

・
広
西
土
官
所
引

(謝
肇
澗
)　
《
百
卑
風
土
記
》

　
　
諸
土
司
、
惟
田
州

・
洒
城
最
強
、
南
丹
次
之
。　
(中
略
。
)
南
丹
差
小
、
而

　
　
兵
桿
動
敢
死
、
諸
司
揮
之
。　
(
中
略
。
)
次
則
東
蘭

・
那
地
。
皆
有
精
兵
、

　
　
其
他
微
小
。
朝
貢
不
絶
。
非
籍
中
国
威
令
、
無
以
自
存
。

(
32
)　
な
お
、
道
光

『
白
山
司
志
』
八

・
祀
廟

「
雲
山
寺
」
に
、
毎
年
霜
降
に
司

　
官
が
土
勇

・
土
民
を
率
い
て
雲
山
寺
に
赴
き
牛
を
屠
殺
し
て

「
軍
牙
六
轟
之
神
」

　
を
祭

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
供
犠
の
有
無
に
相
違
が
あ
ろ
う
が
、
霜
降

　
節
に
中
国
的
な
軍
旗
神
祭
り
が
行
わ
れ
る
地
域
も
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

(33
)　

[広
西
壮
族
自
治
区
編
輯
組

〔編
〕

一
九
八
七

"
八
八
頁
]
に
よ
る
と
、

　
太
平
土
州
で
は
三
月
三
日
に
土
官
の
祖
墓

の
付
近
の
村
民
は
、
墓
地
ま
で
の
沿

　
道
の
整
備
、
墓
地
の
除
草

・
掃
除
、
土
官
が
休
息
し
風
雨
を
避
け
る
た
め
の
蓬

　
帳

(
テ
ソ
ト
)
掛
け
な
ど
の
準
備
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

(
34
)　

な
お
、
道
光

『
広
南
府
志
稿
』
上

「
風
俗
」
に
、

　
　

六
月
初
五
初
九
二
日
、
各
村
塞
宰
牛
、
作
小
年
。
戸
染
紅
濡
米
祀
神
。
土
司

　
　

家
亦
然
。

　

と
あ
る
よ
う
に
、
村
落
で
の
行
事
が
土
官
の
も
と
で
も
同
じ
方
式
で
行
わ
れ
る

　
　
付
記

　
本
稿
で
今
後
の
課
題
と
し
て
指
摘
し
た
諸
問
題

の
う
ち
、
壮
族
土
官
の
科
拳
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
菊
地
秀
明

「
明
清
期
、
広
西
チ
ワ
ソ
族
土
官
の

『
漢
化
』

と
科
拳
」　
『
中
国
ー

社
会
と
文
化
』
　
(中
国
社
会
文
化
学
会
編
)
が
近
刊
の
予

定
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

　
　
参
考
文
献

(
漢
籍
以
外
)

広
西
壮
族
自
治
区
編
輯
組

〔編
〕

　

一
九
八
七

『
広
西
壮
族
社
会
歴
史
調
査

(四
)
』
南
寧

"
広
西
民
族
出
版
社

箪
　
桂
清

　

一
九
九
〇

『
広
西
折
城
土
司
史
話
』
南
寧

"
広
西
民
族
出
版
社

谷
口
房
男

　

一
九
九

一
「
広
西
に
お
け
る
土
司
制
度
の

一
駒
ー

と
く
に
折
城
県
土
司
衙
門

　
　
　
　
　
を
通
し
て
i

」
東
洋
大
学

『
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
研

　
　
　
　
　
究
年
報
』
二
六
号

"
=
ニー

三
二
頁

田
　
曙
嵐

　

一
九
三
五

『
広
西
旅
行
記
』
広
州

"
中
華
書
局

塚
田
誠
之

　

一
九
九
二

「
チ

ュ
ワ
ン
族
の
年
中
行
事
に
関
す
る
史
的
考
察
ー

成
立
過
程
を

　
　
　
　
　
中
心
に
ー
ー
⊥
　
『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』

一
七
巻
二
号

"

　
　
　
　
　

=
ハ
九
-

二
五

一
頁

場
合
も
見
ら
れ
た
。
白
山
土
官
の
場
合
に
顕
著
な
よ
う
に
、
土
州
と
は
言
え
、

も
と
は
村
落
に
過
ぎ
な
か
っ
た

(注
2
)
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
は
土
官
が

領
土
を
有
す
る
首
長
国
を
形
成
し
漢
族
的
要
素
を
受
容
し
な
が
ら
も
、

一
貫
し

て
維
持
さ
れ
て
き
た
行
事

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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